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吾
川
郡
秋
山
村 

細
川
梶
日
記

―
近
代
高
知
に
お
け
る
女
性
の
日
常
を
よ
む
―

濵

田

実

侑

は
じ
め
に

一

細
川
家
資
料
に
お
け
る
日
記
資
料

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
に
は
、
地
方
政
治
家
で
あ
り
、
明
治
期
に
は
地
域
の
中
心

人
物
と
し
て
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
っ
た
細
川
義
昌
（
一
八
四
九
～
一
九
二
三
）
が
現
在

に
伝
え
た
「
細
川
家
資
料
」
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
細
川
家
は
吾
川
郡
秋
山
村
（
現

在
の
高
知
市
春
野
町
）
の
郷
士
で
あ
る
。
義
昌
の
父
・
義
郷
以
降
三
代
に
わ
た
る
家
系
に

つ
い
て
は
【
資
料
一
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
細
川
家
資
料
」
は
一
二
、
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
大
資
料
群
で
あ
り
、
当
館
へ
の
寄
託

以
前
か
ら
高
知
県
史
や
春
野
町
史
を
は
じ
め
諸
研
究
で
引
用
さ
れ
て
き
た
。
特
に
日
記
資

料
に
つ
い
て
は
、『
細
川
家
資
料
目
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
細
川
家
資
料
解
題
」
で

「
近
世
・
近
代
に
ま
た
が
る
記
録
と
し
て
、
ま
た
特
に
女
性
日
記
を
含
む
と
い
う
点
で
稀

有
な
例
で
あ
り
、
本
文
書
群
を
貴
重
な
ら
し
む
る
主
要
部
分
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
従

前
の
諸
研
究
で
本
資
料
群
が
珍
重
さ
れ
て
き
た
理
由
の
多
く
は
、
か
か
る
日
記
資
料
の
現

存
に
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。」

一
と
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
存
在
は
重
要
視
さ
れ

て
き
た
。

細
川
家
資
料
に
は
、
義
郷
、
義
昌
、
義
昌
の
母
・
梶
、
義
昌
の
養
子
（
の
ち
当
主
）・
義

方
、
義
昌
の
二
女
・
雅
の
日
記
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
義
郷
や
義
昌
の
日
記
は
、
前
述
の
指

摘
の
と
お
り
様
々
な
研
究
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
梶
や
雅
の
日
記
に
つ

い
て
は
、
管
見
の
限
り
引
用
さ
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
。

細
川
家
の
女
性
日
記
に
は
、
家
の
中
で
の
出
来
事
、
近
所
付
き
合
い
、
食
事
（
調
理
を

含
む
）、
家
族
の
健
康
、
子
育
て
、
家
計
記
録
等
、
家
庭
を
中
心
に
生
活
し
て
い
た
女
性

に
し
か
知
り
得
な
い
内
容
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
女
性
日
記
の
特
色
で
あ
り
、

貴
重
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
が
、
逆
に
言
え
ば
、
自
由
民
権
運
動
を
は
じ
め
近
代
高
知

の
主
要
な
出
来
事
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
極
め
て
私
的
な
記

述
で
あ
る
た
め
、
一
部
を
解
読
し
た
と
し
て
も
そ
の
背
景
や
意
味
を
捉
え
に
く
い
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
同
家
の
女
性
日
記
は
活
用
さ
れ
に
く
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
細
川
家
の
女
性
日
記
の
う
ち
梶
の
日
記
（
以
下
「
梶
日
記
」）
を
通
読
し
、

そ
の
内
容
や
特
色
を
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
が
梶
日
記
を
広
く
活
用
い
た
だ
け
る

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二

細
川
梶
略
歴

文
政
九
年
七
月
五
日
、
高
知
城
下
の
田
所
久
作
の
家
に
生
ま
れ
る

二
。
弘
化
五
年
一
一

月
に
義
郷
と
婚
約
し
、
翌
嘉
永
二
年
一
〇
月
に
長
男
義
昌
が
誕
生
し
た
が
、
一
度
離
別
し

て
い
る

三
。
そ
の
後
帰
縁
し
、
安
政
元
年
一
二
月
三
日
、
次
男
義
徳
を
出
産

四
。
四
六
歳
の

時
に
義
郷
が
死
去

五
す
る
も
再
婚
は
し
て
い
な
い
。

明
治
一
八
年
、
五
八
歳
で
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信

六
。
以
降
、
晩
年
ま
で
熱
心
な
信
仰
を

続
け
る
。
高
知
教
会
の
婦
人
会
が
行
う
祈
祷
会
で
司
会
を
つ
と
め
た

七
ほ
か
、
細
川
家
が

伝
道
活
動
の
拠
点
と
し
て
秋
山
村
に
設
置
し
た
「
秋
山
講
義
所
」
で
は
、
義
昌
と
と
も
に

教
員
と
し
て
講
義
を
行
っ
た

八
こ
と
が
、
梶
日
記
か
ら
確
認
で
き
る
。
な
お
、
眼
科
手
術

の
失
敗
か
ら
片
目
の
視
力
を
失
っ
て
い
た

九
た
め
、
教
会
等
へ
の
外
出
の
際
は
家
族
や
女

中
ら
が
同
行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
持
病
と
し
て
神
経
痛
を
患
っ
て
お

り
一
〇

、そ
の
た
め
に
梶
日
記
に
は
自
宅
で
灸
を
す
え
た
と
い
う
記
述
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。 

大
正
三
年
八
月
七
日
、
脳
溢
血

一
一

の
た
め
死
去

一
二

。
八
九
歳
で
あ
っ
た
。

梶
日
記
は
、
明
治
二
八
年
一
二
月
（
六
九
歳
）
か
ら
、
死
去
の
四
日
前
に
あ
た
る
大
正

三
年
八
月
三
日
（
八
九
歳
）
ま
で
、
晩
年
の
記
録
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

梶
と
「
記
す
」
こ
と

梶
日
記
の
内
容
に
入
る
前
に
、
梶
に
と
っ
て
「
記
す
」
こ
と
が
ど
の
程
度
身
近
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
、
関
係
資
料
や
、
梶
の
曾
孫
（
義
昌
長
女
・
津
留
の
娘
）
で
あ
る
中
沢
静

の
著
書
『
無
一
老
人
』
か
ら
整
理
し
て
み
た
い
。

静
に
よ
る
と
、
梶
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
読
み
書
き
を
好
み
、
寺
子
屋
教
育
を
受
け
た
の

ち
、「
山
内
藩
の
御
右
筆
と
し
て
徳
川
家
と
の
文
通
の
代
筆
を
し
て
い
た
」

一
三

。
そ
の
た
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め
、
梶
の
後
年
の
思
い
出
話
は
専
ら
「
御
殿
で
の
生
活
」
に
つ
い
て
だ
っ
た
と
い
う
。
梶

が
城
内
で
「
だ
ん
な
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
城
内
で
着
て
い
た
美
し
い
小
袖
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
（
こ
の
小
袖
は
静
の
母
で
あ
る
津
留
が
譲
り
受
け
た
と
い
う
）、

追
手
門
か
ら
城
内
に
入
っ
て
す
ぐ
左
手
に
あ
っ
た
井
戸
に
関
す
る
噂
話
な
ど

一
四

、静
が
梶

か
ら
聞
い
た
思
い
出
話
は
い
ず
れ
も
具
体
的
で
あ
る
。
ま
た
、
静
が
梶
を
思
い
出
す
時
に

浮
か
ぶ
の
は
「
御
殿
を
下
る
時
に
丁
戴
し
て
来
た
小
さ
な
文
机
に
向
っ
た
後
姿
」

一
五

だ
と

い
う
。
梶
日
記
も
こ
の
文
机
で
記
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

梶
の
思
い
出
話
に
関
す
る
記
述
は
、
雅
の
日
記

一
六

に
も
み
ら
れ
た
。
一
家
で
「
公
園
」

へ
梅
花
見
物
に
行
っ
た
際
、
梶
は
「
し
き
り
に
昔
の
山
内
家
の
あ
り
し
有
様
こ
ゝ
に
て
あ

そ
こ
に
て
と
話
に
余
念
も
な
」
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
日
記
の
最
後
に
は
「
梅
の
下
香

の
み
残
れ
る
城
あ
と
に
昔
話
し
の
跡
は
咲
き
け
り
」
と
い
う
一
句
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

「
公
園
」
と
は
高
知
公
園
、
つ
ま
り
高
知
城
の
こ
と
で
あ
る
。
若
か
り
し
梶
が
城
内
で
何

ら
か
の
職
に
就
い
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。 

ま
た
、
梶
日
記
に
は
、
梶
の
「
記
す
」
能
力
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
が
あ
っ
た
。
梶

が
高
知
教
会
の
「
老
婦
人
祈
祷
会
」

一
七

や
「
第
二
婦
人
会
」
の
会
計
係
を
担
当
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
梶
日
記
に
は
集
金
額
を
各
会
の
帳
面
に
記
し
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

注
目
す
べ
き
は
、
梶
が
会
計
係
と
な
っ
た
経
緯
で
あ
る
。「
第
二
婦
人
会
」
の
会
計
係
に

つ
い
て
は
、
高
知
教
会
で
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
「
門
田
氏
」

一
八

か
ら
の
依
頼
を
引

き
受
け
る
形
で
担
当
し
て
い
る
の
で
あ
る

一
九

。
梶
の
「
記
す
」
能
力
は
、
周
囲
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

  

梶
日
記
に
つ
い
て 

 

一 

本
稿
に
お
け
る
梶
日
記 

 

本
稿
に
お
け
る
梶
日
記
と
は
、「
細
川
家
資
料
目
録
」
の
分
類
で
い
う
「
Ｂ 

個
人
日

記
・
雑
記
」
の
「
６ 

梶
（
日
記
）」
の
う
ち
、
筆
者
が
家
計
簿
や
覚
書
の
性
質
が
強
い
と

判
断
し
た
も
の
を
除
い
た
全
一
八
冊
を
指
す
（
詳
細
は
【
資
料
二
】
参
照
）。
な
お
、「
７ 

梶
（
教
会
日
記
）」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
日
課
や
教
会
で

の
説
教
内
容
等
を
記
し
た
も
の
で
、
梶
の
日
常
生
活
の
記
録
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
本

稿
に
お
け
る
梶
日
記
に
は
含
ん
で
い
な
い
。 

二 

「
モ
ノ
」
と
し
て
の
梶
日
記 

 

梶
日
記
は
い
ず
れ
も
、『
当
用
日
記
』
等
の
い
わ
ゆ
る
市
販
の
日
記
帳
で
は
な
く
、
細

川
家
が
独
自
に
和
紙
で
作
成
し
た
日
記
帳
に
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
記
帳
に
つ
い

て
、
静
は
「
義
昌
は
毎
年
年
末
に
な
る
と
、
陽
射
し
の
暖
い
南
の
え
ん
側
で
土
佐
半
紙
を

二
つ
に
折
る
の
を
孫
に
手
伝
わ
せ
な
が
ら
キ
リ
で
穴
を
明

（
マ
マ
）

け
こ
よ
り
で
見
事
に
翌
年

の
日
記
帳
二
冊
を
作
っ
て
い
た
。
一
冊
は
母
梶
の
分
で
あ
る
」

二
〇

と
述
べ
て
い
る
が
、
梶
・

義
昌
い
ず
れ
の
日
記
も
一
年
未
満
で
一
冊
を
終
え
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
細
川
家
で
は
こ
の
日
記
帳
を
年
に
何
度
か
作
成
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る

二
一

。 

次
に
、
梶
日
記
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
明
治
三
六
年
四
月
二
日
ま
で
の
六
冊
は
い
ず
れ
も

半
紙
判
よ
り
一
回
り
小
さ
い
程
度
で
あ
る
（【
写
真
一
】）
が
、
明
治
三
六
年
四
月
一
九
日

以
降
の
一
二
冊
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
サ
イ
ズ
よ
り
た
て
幅
が
十
セ
ン
チ
程
度
長
く

な
っ
て
い
る
（【
写
真
二
】）。 

梶
は
、
市
販
の
日
記
帳
の
よ
う
に
一

頁
に
つ
き
一
日
分
の
記
録
を
記
入
す
る

と
い
う
記
入
方
法
を
取
っ
て
い
な
い
。

前
日
の
文
章
が
短
く
終
わ
れ
ば
続
け
て

翌
日
の
日
記
を
書
き
始
め
る
し
、
逆
に

一
頁
に
文
章
が
収
ま
ら
な
け
れ
ば
次
の

頁
に
続
け
て
記
し
て
い
る
。
一
般
的
に
、

帳
面
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
れ
ば
自
然

と
記
入
す
る
文
章
も
長
く
な
る
よ
う
に

思
う
が
、
梶
日
記
に
お
い
て
は
、
文
章

量
、
内
容
に
つ
い
て
も
変
化
は
見
ら
れ

な
い
。
し
た
が
っ
て
日
記
帳
の
サ
イ
ズ

の
変
化
は
、
梶
の
記
録
行
為
に
影
響
を

与
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
義

昌
の
日
記
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
罫
線
入

り
の
和
紙
（【
写
真
三
】）
が
採
用
さ
れ
て

い
る
が
、
梶
日
記
は
い
ず
れ
も
罫
線
が

な
い
和
紙
（【
写
真
四
】）
で
あ
る
。
罫
線

が
あ
れ
ば
行
間
等
の
体
裁
が
整
う
が
、

【写真一】 

【写真二】 
【写真三】細川義昌日記 

（細川家資料 Ｂ―３―15）より 
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罫
線
が
な
け
れ
ば
記
入
時
の
自
由
度
が
高
ま
る
。

梶
は
後
者
を
好
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。 

つ
ま
り
梶
は
、
日
記
帳
の
サ
イ
ズ
や
罫
線
に
と

ら
わ
れ
ず
、
記
録
す
べ
き
こ
と
を
確
実
に
記
す
、

と
い
う
こ
と
を
優
先
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

三 

梶
日
記
を
記
し
た
場
所 

 

細
川
家
は
、
高
知
市
内
で
仕
事
を
し
て
い
た
義

昌
の
滞
在
先
と
し
て
、
明
治
一
九
年
二
月
に
高
知

市
唐
人
町
へ
別
邸
を
構
え
た

二
二

。
そ
し
て
明
治
三

六
年
に
は
高
知
市
鷹
匠
町
へ
そ
の
場
所
を
移
し

た
と
い
う

二
三

。 

梶
日
記
に
は
、
同
年
二
月
に
高
知
市
八
軒
町
へ

二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
た
記
録
が
あ
る

二
四

。
そ
の
間

の
記
録
か
ら
推
測
す
る
に
、
新
た
な
別
邸
の
場
所

は
正
し
く
は
八
軒
町
（
の
ち
の
本
町
三
丁
目
・
鷹

匠
町
一
丁
目
）
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、

梶
は
明
治
三
六
年
四
月
か
ら
大
正
二
年
末
ま
で

生
活
拠
点
を
こ
の
別
邸
に
移
し
て
い
る
の
で
、
梶

日
記
参
照
の
際
に
は
注
意
さ
れ
た
い
。 

 

四 

梶
日
記
を
記
し
た
頻
度 

 

梶
は
、梶
日
記
を
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
記
録
し
て
い
た
の
か
。毎
日
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
数
日
分
ま
と
め
て
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
、
記
録
内
容
の
精
度
に
も
関
わ
る

重
要
な
視
点
で
あ
る
。 

 

梶
日
記
に
は
、「
日
記
」、「
手
帖
（
帳
）」、「
帖
（
帖
め
ん
）」
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、「
手
帖
を
書
記
し
日
記
を
つ
け
る
」

二
五

「
日
記
を

付
る
帖
を
も
つ
け
る
」

二
六

と
の
記
述
か
ら
、
い
ず
れ
も
別
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
ず
「
日
記
」
に
つ
い
て
は
、
梶
が
自
ら
「
日
記
」
と
い
う
単
語
を
含
む
標
題

二
七

を
つ

け
た
資
料
が
梶
日
記
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
さ
に
梶
日
記
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
手

帖
（
帳
）」
は
、
購
入
記
録
が
あ
る

二
八

こ
と
と
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
記
録
を
行
っ
て
い

る
二
九

場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
市
販
の
手
帳
に
記
さ
れ
た
「
教
会
日
記
」
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
帖
（
帖
め
ん
）」
は
、
梶
日
記
以
外
で
自
家
製
の
和
紙

帳
を
使
っ
た
記
録
簿
（
主
と
し
て
出
納
記
録
関
係
）
の
こ
と
と
推
察
で
き
る
。 

こ
こ
で
は
、
梶
日
記
に
お
け
る
「
日
記
」
に
関
す
る
記
述
を
み
て
い
く
。
明
治
二
八
年

一
二
月
か
ら
明
治
三
七
年
に
お
い
て
は
、「
日
記
を
書
き
移
す
」

三
〇

、「
日
記
を
移
つ
す
」

三
一

、「
日
記
を
移
し
て
仕
舞
」

三
二

、「
日
記
を
つ
け
る
」

三
三

、「
日
記
も
つ
け
る
」

三
四

の
五

件
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
三
八
年
以
降
は
高
い
頻
度
で
「
日
記
」
を
記
し
た
と

い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（【
表
】
参
照
）。
お
そ
ら
く
、
明
治
一
八
年
の
時
点

で
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
「
日
記
」
を
記
し
た
こ
と
を
記
録
す
る
必
要
に
駆
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
梶
は
数
日
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
日
記
を
記
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
梶
は
、
日
記
を
「
移（

写
）

」
し
た
り
「
つ
け
直
」
し
た
り

三
五

も
し
て
い
る
。
例
え
ば

明
治
三
八
年
九
月
四
日
か
ら
九
月
九
日
ま
で
の
期
間
は
重
複
し
て
二
冊
の
梶
日
記
に
記

さ
れ
て
い
る

三
六

が
、
九
月
一
四
日
に
「
よ
ふ
よ
ふ
日
記
を
移
し
て
済
」
と
の
記
述
が
あ
る

三
七

た
め
、
該
当
の
期
間
の
記
録
は
こ
の
日
に
書
き
「
移
」
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
し
か

【写真四】細川梶日記（細川家資料 Ｂ―６―17）より 

 

【表】梶日記で「日記」を記したとの記述がある日（〇印） 

1月1日 7月1日 6月1日
1月2日 7月2日 ○ 6月2日 ○
1月3日 7月3日 6月3日 ○
1月4日 7月4日 6月4日 ○
1月5日 7月5日 6月5日 ○
1月6日 7月6日 6月6日 ○
1月7日 7月7日 6月7日
1月8日 7月8日 6月8日 ○
1月9日 ○ 7月9日 6月9日
1月10日 7月10日 6月10日 ○
1月11日 ○ 7月11日 6月11日 ○
1月12日 7月12日 6月12日 ○
1月13日 7月13日 6月13日 ○
1月14日 7月14日 6月14日
1月15日 7月15日 ○ 6月15日
1月16日 7月16日 6月16日 ○
1月17日 7月17日 6月17日 ○
1月18日 7月18日 ○ 6月18日 ○
1月19日 ○ 7月19日 6月19日 ○
1月20日 7月20日 6月20日 ○
1月21日 ○ 7月21日 6月21日 ○
1月22日 7月22日 6月22日 ○
1月23日 ○ 7月23日 6月23日 ○
1月24日 7月24日 6月24日 ○
1月25日 7月25日 ○ 6月25日 ○
1月26日 7月26日 ○ 6月26日 ○
1月27日 ○ 7月27日 6月27日 ○
1月28日 ○ 7月28日 ○ 6月28日 ○
1月29日 7月29日 ○ 6月29日 ○
1月30日 ○ 7月30日 ○ 6月30日 ○
1月31日 ○ 7月31日

大正３年
６月１日～６月30日

明治38年
１月１日～１月31日

明治40年
７月１日～７月31日
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し
、
双
方
の
記
入
内
容
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
文
章
、
内
容
と
も
に
大
幅
な
修
正
が
施
さ

れ
て
お
り
、
一
般
に
い
う
「
書
き
写
し
」
と
は
と
て
も
言
い
難
い

三
八

。，
ま
た
、
梶
の
几

帳
面
な
性
格
を
鑑
み
れ
ば
、
下
書
き
用
の
日
記
帳
の
存
在
も
否
定
で
き
な
い
。 

  

梶
日
記
の
解
読
に
あ
た
っ
て 

 

一 

梶
日
記
の
解
読
方
法 

 

田
中
祐
介
氏
は
、
史
料
と
し
て
の
日
記
を
読
み
解
く
た
め
の
方
法
を
二
通
り
紹
介
し
て

い
る

三
九

。
一
つ
に
は
、
一
人
の
日
記
を
時
系
列
に
読
み
深
め
る
「
つ
づ
け
読
み
」（
通
読
）

で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
同
時
期
に
綴
ら
れ
た
複
数
の
書
き
手
の
日
記
を
比
較
検

証
し
な
が
ら
読
む
「
な
ら
べ
読
み
」（
併
読
）
で
あ
る
。
細
川
家
資
料
に
は
梶
以
外
に
よ

る
日
記
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
後
者
の
方
法
で
の
検
証
も
可
能
で
あ
る
が
、
本
稿
執
筆
に
あ

た
っ
て
は
、
梶
日
記
自
体
の
特
色
や
内
容
を
整
理
す
る
目
的
か
ら
「
つ
づ
け
読
み
」（
通

読
）
を
採
用
し
た
。 

解
読
時
の
参
考
資
料
と
し
て
は
、
細
川
家
資
料
の
う
ち
細
川
家
の
女
性
に
関
す
る
資
料

（
書
簡
・
は
が
き
・
雑
記
・
書
籍
等
）

四
〇

を
適
宜
参
照
し
た
。
ま
た
、
主
要
参
考
文
献
と

し
て
、
中
沢
静
が
細
川
家
に
つ
い
て
書
し
た
自
家
本
『
無
一
老
人 
細
川
義
昌
を
め
ぐ
り

て
』
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。 

こ
の
『
無
一
老
人
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
静
自
身
が
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

 

私
は
義
昌
の
社
会
で
の
活
動
を
具
体
的
に
知
り
ま
せ
ん
。し
か
し
そ
れ
は
資
料
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
研
究
す
る
事
は
出
来
ま
す
。
私
は
他
人
の
知
ら
な
い
、
う
ち
な
る
義
昌

を
、
孫
の
見
た
義
昌
、
母
や
祖
母
か
ら
聞
い
た
義
昌
を
日
常
茶
飯
事
を
含
め
て
書
き
、

故
人
の
一
面
を
御
紹
介
す
る
事
に
な
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）義
昌
を
め
ぐ
る
亡
き
人
々

の
事
を
も
書
き
加
え
て
私
が
生
き
た
形
見
と
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

四
一 

 
 

細
川
家
別
邸
（
八
軒
町
）
の
北
側
、
小
川
を
挟
ん
で
向
か
い
側
（
中
島
町
）
に
は
、
静

を
含
む
津
留
一
家
の
住
宅
が
あ
っ
た
。
両
家
は
、
細
川
家
が
大
正
三
年
に
本
宅
へ
引
き
上

げ
る
ま
で
の
間
、
日
々
の
食
事
や
礼
拝
を
と
も
に
す
る
な
ど
親
し
く
過
ご
し
て
い
た
と
い

う
四
二

。
細
川
家
が
八
軒
町
に
別
邸
を
移
し
た
明
治
三
六
年
当
時
、
静
は
満
一
歳
で
あ
る
。

梶
日
記
に
は
、
梶
が
静
の
守
り
を
し
て
い
る
記
録
が
散
見
さ
れ
、
津
留
の
二
女
誕
生

四
三

以

降
は
さ
ら
に
そ
の
頻
度
は
高
ま
る
。 

『
無
一
老
人
』
に
は
、
静
が
両
邸
を
往
来
し
な
が
ら
経
験
し
た
細
川
家
と
の
日
常
が
綴

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、「
聖
書
の
友
」
や
「
お
ち
ち
」

四
四

の
時
間
な
ど
、
梶
日
記
に
登
場
す

る
細
川
家
独
自
の
習
慣
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
細
川
家
の
内
部
事
情

を
知
り
得
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
静
自
身
が
女
性
で
あ
り
、
梶
や
千
鶴
、
雅
等
、
家
庭
を

中
心
に
生
活
し
て
い
た
細
川
家
の
女
性
ら
と
多
く
の
経
験
や
時
間
を
共
有
し
て
い
た
た

め
で
あ
る
。『
無
一
老
人
』
は
、
細
川
家
の
女
性
資
料
を
解
読
す
る
上
で
必
読
の
文
献
と

い
え
よ
う
。 

 

二 

梶
日
記
の
概
要 

 

『
無
一
老
人
』
で
は
、
曾
孫
の
静
か
ら
み
た
梶
の
日
常
生
活
が
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。 

 

梶
の
生
活
は
非
常
に
時
間
的
で
、家
族
は
梶
の
行
動
に
あ
わ
せ
て
生
活
し
て
お
り
ま
し

た
。
夏
は
四
時
半
頃
に
は
も
う
起
き
て
、
着
替
え
を
す
ま
せ
る
と
襷
が
け
で
自
分
の
花

畑
へ
出
ま
し
た
。「
善
馬
善
馬
」
と
器
用
な
義
昌
を
腰
使
い
に
し
て
耕
し
た
り
、
肥
料

を
や
っ
た
り
、
竹
を
立
て
た
り
、
こ
う
し
た
合
作
の
花
畑
は
春
秋
を
か
ざ
っ
て
実
に

美
（
マ
マ
）

事
で
あ
り
ま
し
た
。
／
梶
は
朝
の
畑
仕
事
が
す
み
ま
す
と
井
戸
端
で
洗
面
す
る
の

で
す
。
熱
い
お
湯
を
金
だ
ら
い
へ
入
れ
る
な
ど
女
中
が
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
／
お
茶

の
間
へ
か
け
上
り
ま
す
と
、
祖
父
母
が
食
卓
の
前
に
そ
ろ
っ
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。
梶

を
加
え
て
全
部
座
り
ま
す
と
、
朝
食
前
の
礼
拝
で
す
。
幼
児
が
よ
く
知
っ
て
い
る
賛
美

歌
が
誰
と
も
な
く
流
れ
て
来
ま
す
。／
次
に
義
昌
が
さ
わ
や
か
な
朝
の
祈
祷
を
捧
げ
終

り
ま
す
と
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
箸
を
取
り
ま
す
。
／
梶
の
日
課
は
朝
食
が
す
む

と
自
分
の
部
屋
で
、
聖
書
を
読
み
、
讃
美
歌
を
う
た
っ
て
祈
祷
を
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら

新
聞
を
見
、
十
時
に
千
鶴
が
熱
い
牛
乳
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。
千
鶴
は
「
お
ち
ち
で
ご

ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
お
く
し
上
げ
」
と
な
り
ま

す
。

四
五 

 【
資
料
三
】
は
、
現
存
の
梶
日
記
（
日
曜
日
の
記
述
を
除
く
）
の
う
ち
最
も
古
い
日
記

（
Ａ
：
明
治
二
八
年
一
二
月
二
一
日
）、
最
も
新
し
い
日
記
（
Ｃ
：
大
正
三
年
七
月
三
一
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日
）、
Ａ
と
Ｃ
の
お
お
よ
そ
中
間
の
日
記
（
Ｂ
：
明
治
三
七
年
五
月
二
五
日
）
を
列
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
梶
の
生
活
が
「
非
常
に
時
間
的
」
か
つ
規
則
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

れ
ら
記
述
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
梶
は
、
日
記
に
記
す
内
容
を
ほ
と
ん
ど
定
番
化
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
毎

日
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
日
課
や
交
流
、出
納
記
録
、

家
族
の
動
向
、
家
事
、
養
蚕
や
自
家
栽
培
な
ど
家
の
中
で
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
で

あ
る
。次
項
か
ら
は
、梶
日
記
の
内
容
を
大
ま
か
に
分
類
し
、そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
て
い
く
。 

  

一 

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て 

 

梶
は
、
入
信
以
降
、
大
変
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
っ
た
。
入
信
の
詳
し
い
経
緯
や
時
期
は
不

明
で
あ
る
が
、『
無
一
老
人
』
に
は
受
洗
記
念
に
秋

山
本
宅
で
撮
影
さ
れ
た
家
族
写
真
が
掲
載
さ
れ
、

か
つ
「
明
治
一
八
年
四
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る

四
六

。

こ
の
こ
と
が
確
か
で
あ
れ
ば
、
梶
は
、
義
昌
が
執

事
（
の
ち
に
長
老
）
を
務
め
た
高
知
教
会
の
設
立

一
か
月
前
に
入
信
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

四
七

。 

な
お
、
明
治
二
二
年
に
作
成
さ
れ
た
「
高
知
教

会
信
徒
姓
名
表
」
に
お
い
て
、
確
か
に
細
川
家
の

女
性
全
員
の
名
前
が
確
認
で
き
た
（【
写
真
五
】）。

高
知
教
会
設
立
か
ら
間
も
な
い
時
期
、
一
家
全
員

が
既
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

【
資
料
四
】
は
、
受
洗
か
ら
間
も
な
い
明
治
一
九
年
四
・
五
月
の
義
昌
の
日
記
か
ら
、

一
家
の
信
仰
の
様
子
が
わ
か
る
記
述
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
義
昌
は
高
知
県
会

常
置
委
員
を
務
め
る
な
ど
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、
記
録
に
よ
る
と
、
市
外
へ
出

向
い
て
伝
道
活
動
を
行
う
な
ど
、
高
知
教
会
執
事
と
し
て
の
務
め
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
「
母
堂
」（
梶
）
や
千
鶴
も
頻
繁
に
教
会
へ
出
向
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

こ
の
頃
の
義
昌
は
唐
人
町
の
別
邸
に
滞
在
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
梶
を
は
じ
め
細
川
家

の
女
性
た
ち
の
生
活
拠
点
は
、
未
だ
秋
山
村
で
あ
っ
た

四
八

。
梶
は
当
時
五
九
歳
で
あ
る
。

当
時
既
に
片
目
を
失
明
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば

四
九

、高
知
市
内
へ
の
頻
繁
な
移
動
は
大

き
な
負
担
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

梶
の
信
仰
心
の
高
さ
は
梶
日
記
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。
毎
朝
、
礼
拝
し
、
聖
書
を
読

み
、「
聖
書
研
究
」
し
、
讃
美
歌

五
〇

を
歌
い
、
祈
祷
す
る
。
そ
し
て
家
族
全
員
で
「
聖
書

の
友
」
を
行
う
。
夜
も
、
讃
美
歌
を
歌
い
、
祈
祷
し
、
就
寝
す
る
。
こ
の
一
連
の
日
課
を

毎
日
欠
か
さ
ず
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
記
録
は
、
晩
年
に
な
る
に
つ
れ

て
よ
り
詳
細
に
な
っ
て
い
く
。 

梶
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
日
課
を
、
い
わ
ゆ
る
定
型
文
と
し
て
記
入
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。「
義
昌
須
崎
よ
り
か
へ
る 

聖
書
の
友
は
其
ま
へ
に
な
す
」

五
一

「
聖
書
研
究
し

さ
ん
美
祈
祷
を
す
る 

是
は
ま
ち
が
い
夜
分
す
る
」

五
二「

聖
書
の
友
を
な
し
さ
ん
美
祈
祷

し
て
皆
休
む 

研
究
は
昼
の
中
に
す
る
」

五
三

と
い
っ
た
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
実
際

に
行
っ
た
時
間
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
実
際
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

な
が
ら
、
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

な
お
「
聖
書
の
友
」
と
は
細
川
家
独
自
の
日
課
で
あ
る

五
四

。
家
族
全
員
が
客
間
に
集
ま

っ
て
礼
拝
し
、讃
美
歌
を
歌
っ
た
後
に
は
、義
昌
に
よ
る
聖
書
講
義
も
あ
っ
た
よ
う
だ

五
五

。

ま
た
、
こ
の
「
聖
書
の
友
」
の
時
間
は
一
定
で
な
い
。
梶
日
記
に
よ
る
と
、
一
日
の
中
で

家
族
全
員
が
集
合
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

次
に
、
梶
と
高
知
教
会
関
係
者
と
の
交
際
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
梶
は
、
日
曜
礼
拝

だ
け
で
な
く
、
各
種
祈
祷
会
や
聖
書
研
究
会
等
、
高
知
教
会
関
係
者
が
主
催
す
る
集
会
へ

積
極
的
に
出
席
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
梶
日
記
に
は
、
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
と

の
交
流
が
み
え
る
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
高
知
県
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
道
を
初
め
て
行
っ
た
ア
ッ
キ
ン
ソ

ン
五
六

を
は
じ
め
、
フ
ル
ベ
ッ
キ

五
七

、
マ
キ
ル
エ
ン

五
八

等
、
梶
日
記
に
は
外
国
人
宣
教
師
の

名
前
が
頻
繁
に
登
場
し
て
い
る
。
中
で
も
、
明
治
三
四
年
に
高
知
女
学
会
（
現
在
の
清
和

女
子
中
高
等
学
校
）
を
設
立
し
た
ア
ン
ニ
ー
・
ダ
ウ
ド
と
の
交
流
は
、
公
私
と
も
に
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
彼
ら
と
梶
と
の
交
流
の
場
に
義
昌
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
い
。
梶

は
、
自
ら
の
意
思
で
、
自
ら
の
名
前
を
も
っ
て
彼
ら
と
交
流
し
て
い
た
と
い
え
る
。 

ま
た
、当
然
な
が
ら
高
知
教
会
の
女
性
信
徒
と
の
交
流
も
活
発
で
あ
る
。梶
日
記
に
は
、

老
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
初
期
高
知
教
会
の
教
師
を
つ
と
め
女
性
民
権
家
と
し

て
も
活
動
し
た
山
﨑（
織
田
）
竹

五
九

や
、
事
実
上
の
指
導
者
で
あ
っ
た

六
〇

片
岡
健
吉
の
妻
・

美
遊
の
こ
と
で
あ
ろ
う
「
片
岡
姉
」
も
登
場
す
る

六
一

。
梶
日
記
に
記
さ
れ
た
女
性
信
徒
同

【写真五】高知教会信徒姓名表（部分） 
明治 22 年／高知市立自由民権記念館蔵 
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士
の
交
流
は
、
教
会
活
動
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
、
各
家
の
食
事
会
や

宿
泊
会
、
信
徒
家
族
の
見
舞
や
介
抱
、
物
々
交
換
な
ど
、
互
い
の
私
生
活
に
ま
で
及
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
梶
日
記
に
は
、
彼
女
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
婦
人
会
活
動
に
関
す
る
記
録
も

散
見
さ
れ
る
。
昭
和
時
代
後
期
に
高
知
教
会
長
老
を
務
め
た
木
下
ス
ガ
氏
は
、『
高
知
教

会
百
年
史
』
に
て
、
明
治
時
代
に
お
け
る
高
知
教
会
の
婦
人
会
活
動
の
社
会
的
役
割
を
こ

う
紹
介
し
て
い
る
。 

 

明
治
の
中
期
頃
の
高
知
で
、
社
会
活
動
の
中
で
指
導
的
な
役
割
を
果
し
た
の
は
、
主

と
し
て
教
会
婦
人
た
ち
で
あ
っ
た
。彼
女
ら
は
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
事
業
の
一
つ

と
し
て
高
知
慈
善
会
を
起
し
、
組
織
的
な
運
動
を
各
地
に
拡
め
て
い
っ
た
。
更
に
学
校

経
営
に
も
手
を
染
め
、
貧
し
い
家
庭
の
子
女
た
ち
に
勉
学
の
門
戸
を
開
放
し
、
婦
人
ら

し
い
こ
ま
や
か
な
心
く
ば
り
を
し
な
が
ら
よ
い
奉
仕
を
し
た
。

六
二 

 明
治
期
の
女
性
た
ち
は
、
夫
を
支
え
子
を
育
て
る
「
良
妻
賢
母
」
の
役
割
が
絶
対
的
に

求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
婦
人
会
の
活
動
は
、「
教
会
婦
人
」
た
ち
に
と
っ
て
、
社

会
に
参
加
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

な
お
、
前
述
の
と
お
り
、
梶
は
五
八
歳
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
。
義
理
の
両
親
と

夫
は
既
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
子
育
て
も
終
え
た
状
態
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
梶
は
一
日
に

お
け
る
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
自
分
で
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
女
性
で
あ
っ
た
。
高
知

教
会
の
婦
人
会
活
動
は
、
梶
の
よ
う
な
女
性
だ
け
が
参
加
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

高
知
教
会
は
、
戦
災
に
よ
っ
て
多
く
の
資
料
を
失
っ
て
お
り
、
明
治
期
の
婦
人
会
の
様

子
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
と
い
う

六
三

。
し
か
し
梶
日
記
に
よ
る
と
、
梶
が
所

属
す
る
「
老
婦
人
会
」

六
四

以
外
に
も
「
婦
人
会
」「
婦
人
仕
事
会
」「
婦
人
連
合
会
」

六
五

等
、

様
々
な
婦
人
会
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
明
治
三
六
年
頃
か
ら
は
女
性
信
徒
た
ち
に
よ
る

「
慈
善
市
」

六
六

（
い
わ
ゆ
る
バ
ザ
ー
）
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
結
婚
後
の
雅
が
参

加
し
た
と
い
う
記
録
も
あ
る

六
七

。
梶
よ
り
若
い
世
代
の
女
性
た
ち
も
、
活
動
に
専
念
と
ま

で
は
い
か
ず
と
も
、
各
々
で
き
る
範
囲
で
関
わ
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
高
知
教
会
の
牧
師
で
あ
り
梶
日
記
に
も
頻
繁
に
登
場
す
る
多
田
素
は
、
婦
人
会

に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

 

殊
に
婦
人
会
の
如
き
は
教
会
に
お
い
て
は
実
に
侮
る
こ
と
の
で
き
な
い
勢
力
で
あ
っ

て
、
礼
拝
に
出
席
す
る
会
衆
を
見
て
も
婦
人
が
断
然
多
数
を
占
め
て
お
り
、
男
子
に
比

し
て
婦
人
が
遥
か
に
礼
拝
を
守
る
こ
と
に
忠
実
で
あ
る（

マ

一マ
）

些
事
に
徴
し
て
も
、教
会
と

い
う
も
の
否
む
し
ろ
教
会
の
発
展
拡
大
と
も
言
う
べ
き
も
の
は
、原
始
的
キ
リ
ス
ト
教

の
時
代
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、女
性
の
活
動
に
負
う
と
こ
ろ
甚
だ
大
な
り
と
言
う
べ

き
で
あ
る
。

六
八 

 

筆
者
も
、
梶
日
記
を
通
読
す
る
な
か
で
多
田
の
指
摘
と
同
様
の
感
想
を
抱
い
た
。
細
川

家
の
女
性
た
ち
は
、
日
曜
日
（
安
息
日
）
の
礼
拝
を
は
じ
め
と
す
る
教
会
の
定
例
的
な
行

事
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
る
。
し
か
し
義
昌
は
、
仕
事
の
多
忙
さ

ゆ
え
参
加
で
き
な
か
っ
た
日
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
梶
日
記
に
は
、
明
治
期
の
女
性
信
徒
ら
の
婦
人
会
活
動
の
様
子
や
日
々

の
交
流
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
録
を
み
て
い
く
と
、
高
知
教
会
の
活
動

は
む
し
ろ
女
性
信
徒
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る

六
九

。 
  

二 

出
納
記
録 

  

梶
日
記
に
は
、
日
々
の
金
銭
授
受
の
記
録
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
は
細

川
家
の
家
計
事
情
が
み
え
て
く
る
。
な
お
【
資
料
五
】
は
、
梶
が
本
宅
と
別
邸
を
行
き
来

し
た
一
か
月
間
の
出
納
を
一
例
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

梶
は
、
義
昌
か
ら
定
期
的
に
「
遣
ひ
銭
」
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
梶
日
記
に
よ
れ
ば
、

梶
は
こ
の
「
遣
ひ
銭
」
を
、
生
活
品
や
贈
り
物
の
購
入
、
梶
名
義
の
伝
道
金
や
寄
付
金
の

支
払
い
な
ど
、
梶
の
個
人
的
な
支
出
に
充
て
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
の
共
有
物
を
購
入
す

る
際
に
は
、
梶
の
「
遣
ひ
銭
」
で
支
払
っ
た
場
合
は
「
是
は
自
分
の
銭
に
て
買
ふ
」

七
〇「

お

か
ぢ
分
に
て
拂
」

七
一

、
千
鶴
や
雅
が
支
払
っ
た
場
合
は
「
お
千
鶴
よ
り
出
し
拂
」

七
二

「
お

雅
よ
り
拂
」

七
三

等
と
、
支
払
人
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
は
別
に
「
内
」

の
お
金
か
ら
支
出
し
た
と
い
う
記
録

七
四

も
み
ら
れ
る
。つ
ま
り
、細
川
家
の
女
性
た
ち
は
、

家
の
金
銭
と
は
別
に
各
々
「
遣
ひ
銭
」
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
自
分
の
判
断
で
使
う

こ
と
が
で
き
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

余
談
で
あ
る
が
、
細
川
家
の
金
銭
管
理
に
対
す
る
考
え
方
が
垣
間
見
え
る
興
味
深
い
資
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料
が
あ
る
。
明
治
三
七
年
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
法
学
部
）
在

学
中
の
義
方
が
、
父
親
で
あ
る
義
昌
に
、
友
人
と
一
緒
に
読
む
た
め
の
新
聞
を
送
っ
て
ほ

し
い
と
依
頼
し
た
際
の
こ
と
で
あ
る
。
義
昌
は
、
義
方
に
書
簡
で
次
の
よ
う
に
回
答
し
て

い
る
。 

 

扨
新
聞
之
段
被
申
越
相
送
り
候
事
ハ
至
テ
安
之
事
ニ
御
座
候
然
ル
四
五
名
も
新
聞
ヲ

見
度
者
居
候
之
由
左
れ
バ
共
ニ
見
る
処
の
四
五
名
ト
相
談
シ
義
方
ハ
新
聞
を
出
ス
事

ト
シ
就
テ
ハ
他
の
者
よ
り
郵
便
料
丈
ケ
割
当
テ
出
ス
様
ニ
被
成
度
少
シ
ノ
事
な
れ
ど

も
従
テ
の
事
其
様
被
致
度
新
聞
も
郵
便
料
皆
々
手
許
よ
り
他
の
者
は
只
で
見
る
と
云

ふ
よ
ふ
な
る
事
は
道
理
ニ
欠
け
た
る
事
な
れ
バ
他
の
者
よ
り
夫
れ
丈
ケ
出
ス
ト
ス
ル

モ
彼
等
ハ
余
程
徳
な
る
べ
し

七
五 

 さ
ら
に
義
昌
は
、
新
聞
を
読
む
者
が
五
人
い
る
な
ら
ば
一
人
一
厘
ず
つ
集
金
し
、
五
厘

分
の
郵
便
切
手
を
高
知
へ
送
る
よ
う
指
示
し
た
。
本
家
を
継
ぐ
息
子
に
対
し
て
は
、
些
細

な
金
額
で
あ
っ
て
も
そ
の
扱
い
に
つ
い
て
厳
し
く
指
導
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

梶
日
記
に
話
を
戻
そ
う
。
梶
は
、
金
銭
授
受
だ
け
で
な
く
物
の
授
受
に
つ
い
て
も
詳
細

に
記
し
て
い
る
。
静
に
よ
る
と
、
細
川
家
で
は
他
人
か
ら
貰
っ
た
物
は
「
家
族
の
誰
が
頂

い
た
物
で
も
、
全
部
梶
に
持
っ
て
い
く
事
に
な
っ
て
い
」
た

七
六

。
さ
ら
に
、
貰
っ
た
物
は

す
べ
て
梶
の
押
入
れ
で
管
理
さ
れ
、
千
鶴
す
ら
も
自
由
に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
七
七

と
い
う
。
つ
ま
り
梶
日
記
に
は
、
細
川
家
が
貰
っ
た
物
が
一
通
り
記
録
さ
れ
て
い
る

と
推
測
で
き
、
そ
こ
か
ら
は
細
川
家
の
交
際
関
係
を
も
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。 

  

三 

家
族
の
動
向 

  

梶
は
、
家
族
の
動
向
に
つ
い
て
も
日
々
欠
か
さ
ず
記
録
し
て
い
る
。
外
出
の
機
会
が
多

い
義
昌
だ
け
で
な
く
、
基
本
的
に
家
庭
の
中
で
生
活
を
し
て
い
る
千
鶴
や
雅
に
つ
い
て
も
、

そ
の
行
動
内
容
が
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
、
明
治
三
五
年
の
あ
る
日

七
八

の
日

記
を
紹
介
す
る
。
傍
線
部
分
が
家
族
の
動
向
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。 

 
 

四
月
一
日
雨
天
無
事
木
曜 

朝
何
れ
も
礼
拝
致
し
子
供
等
は 

皆
休
ミ
お
か
ち
は
不
行
義
昌
は 

県
会
へ
出
る
森
澤
氏
へ
義
徳
よ
り 

産
衣
と
茶
を
送
る
義
方
ニ
持
せ 

遣
る
肴
は
得
上
ず
高
城
町
女
学
校
へ 

鳥
渡
行
く
か
へ
り
に
小
山
へ
立
寄
る 

お
千
鶴
は
楠
氏
へ
行
先
生
ハ
今
日
も 

お
い
し
や
の
大
会
ニ
て
得
見
て
も
ら
ハ
ず 

代
し
ん
の
人
ニ
見
て
貰
ら
い
薬
ヲ
取
る 

お
か
ぢ
は
不
行
杉
姉
に
京
菓
子
箱
入 

二
十
五
銭
位
を
貰
ら
う
秋
山
よ
り 

白
米
四
俵
ト
重
と
玉
子
醤
油
を 

熊
次
の
便
り
ニ
お
こ
す
高
知
の
う
ん
ち
ん 

に
八
銭
相
渡
す
夜
る
せ
い
書
の
友
を
し
て 

祈
祷
し
て
休
す
む

七
九 

 

ま
た
、
家
族
が
遠
方
に
長
期
滞
在
し
て
い
る
際
に
は
、
滞
在
先
か
ら
書
簡
や
葉
書
が
届

い
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
。
と
き
に
は
「
無
事
の
よ
し
安
心
す
る
」

八
〇

等
と
梶
の
安
堵
の
思

い
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

な
お
、
こ
う
し
た
記
録
の
中
に
、
義
昌
を
は
じ
め
と
す
る
家
族
の
仕
事
や
学
業
の
状
況

を
把
握
で
き
る
よ
う
な
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
梶
は
あ
く
ま
で
、
家
族
の
所
在

と
無
事
を
書
き
留
め
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。 

  
四 

家
事 

  

梶
日
記
は
女
性
に
よ
る
記
録
で
あ
る
た
め
、
当
然
な
が
ら
家
事
に
関
す
る
記
述
が
数
多

く
登
場
す
る
。
ま
た
、
梶
以
外
が
行
っ
た
家
事
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
お
り
、
細
川
家
に

お
け
る
家
事
分
担
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
特
に
炊
事
と
洗
濯
に
つ
い
て
の
記

述
を
紹
介
す
る
。 
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ア 

炊
事 

 
日
々
の
献
立
等
、
梶
日
記
に
お
い
て
日
常
的
な
炊
事
の
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
細
川
家
の
炊
事
は
、
基
本
的
に
千
鶴
と
女
中
が
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
時

折
、
単
発
的
に
「
し
よ
ふ
が
を
煮
」

八
一

た
等
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る
が
、
梶
が
自
分
の

体
調
の
た
め
個
人
的
に
作
っ
た
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。 

 

な
お
、
正
月
や
記
念
日
等
、
客
を
も
て
な
す
大
き
な
行
事
に
つ
い
て
は
、
献
立
や
役
割

分
担
を
記
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
近
所
の
女
性
を
雇
う
な
ど
し
て
大
勢
で
炊
事

の
対
応
を
し
た
と
の
記
録
も
あ
る

八
二

。 
 

イ 

洗
濯 

梶
日
記
で
は
「
せ
ん
だ
く
」
等
と
表
記
さ
れ
る
。
時
々
「
せ
ん
た
く
や
」
へ
依
頼
す
る

こ
と
も
あ
っ
た

八
三

よ
う
だ
が
、
基
本
的
に
は
、
梶
、
千
鶴
、
雅
、
女
中
が
、
い
ず
れ
も
六

月
か
ら
十
月
の
晴
れ
た
日
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
の
り
か
い
せ
ん
だ
く
」

八
四

を
行
っ
た

日
も
あ
る
。
こ
れ
は
糊
物

の
り
か
い
も
の

の
洗
濯
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
の
「
せ
ん
だ
く
」
と

表
記
し
な
い
と
こ
ろ
に
「
の
り
か
い
せ
ん
だ
く
」
の
煩
雑
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。 

な
お
、
一
月
に
「
せ
ん
だ
く
し
や
ほ
ん
」
を
購
入
し
た
記
録
が
あ
る

八
五

こ
と
か
ら
、
梶

日
記
に
お
け
る
「
せ
ん
だ
く
」
は
、「
せ
ん
だ
く
し
や
ほ
ん
」
を
使
う
よ
う
な
日
常
的
な

洗
濯
で
は
な
く
、
布
団
や
着
物
等
を
洗
う
大
掛
か
り
な
洗
濯
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 

五 

仕
事 

  

細
川
家
の
女
性
た
ち
は
、
女
中
や
「
日
よ
ふ

（
傭
）

」
八
六

と
と
も
に
日
々
の
家
事
を
こ
な
し
て

い
た
。
し
か
し
、
梶
日
記
に
よ
れ
ば
彼
女
た
ち
の
仕
事
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
自

家
で
養
蚕
を
営
ん
だ
り
、
自
宅
の
そ
ば
に
構
え
た
畑
で
栽
培
し
た
野
菜
等
を
販
売
し
た
り

す
る
な
ど
し
て
、
利
益
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
仕
事
で
得
た
利
益
を

細
川
家
全
体
の
収
入
と
し
て
い
た
の
か
、
各
々
「
遣
ひ
銭
」
の
足
し
に
し
て
い
た
の
か
は

不
明
で
あ
る
。 

 

以
下
、
参
考
と
し
て
梶
日
記
に
お
け
る
養
蚕
と
自
家
栽
培
に
関
す
る
記
録
を
一
部
引
用

す
る
。 

 

ア 

養
蚕
に
関
す
る
記
録
（
明
治
三
五
年
五
月
二
〇
日
か
ら
六
月
四
日
ま
で
八
七

） 

 

ど
ふ
も
中
岡
氏
よ
り
貰
ひ
し
か
い
子
も
づ
る
〳
〵
ニ
成
り
ほ
そ
き
分
は
猶
ち
ゞ
こ
ま

る
由
今
日
少
し
お
く
れ
の
分
を
な
が
す
（
五
月
二
〇
日
）
桑
の
中
へ
土
を
入
れ
る
（
五

月
二
一
日
）
新
宅
の
ね
へ
さ
ん
う
し
ろ
の
桑
を
か
り
中
岡
氏
へ
売
る
よ
し
（
五
月
二
二

日
）
後
ろ
の
畑
け
の
新
宅
よ
り
中
岡
氏
へ
う
り
し
桑
は
〇
拾
七
〆
目
有
り
し
よ
し
（
五

月
二
三
日
）今
日
又
々
お
そ
き
か
い
こ
を
少
し
新
宅
よ
り
わ
け
て
貰
ら
う
／
下
の
楠
馬

殿
ニ
桑
を
こ
い
て
う
る
代
か
け
目
十
二
〆
位
有
よ
し
百
目
七
銭
五
り
の
よ
し（
五
月
二

七
日
）
今
日
も
桑
を
う
る
ニ
つ
き
夜
ぶ
ん
桑
を
こ
く
四
〆
九
百
五
十
目
有
る
よ
し
（
五

月
二
八
日
）
か
い
子
の
ゆ
き
を
あ
づ
か
る
（
五
月
二
九
日
）
夜
分
お
梶
は
少
し
つ
ゝ
を

ま
く
（
五
月
三
〇
日
）
今
日
熊
次
来
り
て
う
し
ろ
の
畑
を
打
こ
し
か
へ
る
是
は
桑
の
中

也
／
熊
次
嫁
に
二
番
の
蚕
を
遣
る
（
六
月
二
日
）
今
日
も
ま
た
熊
次
来
り
て
桑
畑
を
打

小
女
て
つ
だ
い
ヲ
す
る（
六
月
三
日
）当
夜
ま
ゆ
を
は
ぐ
木
口
弐
升
位
分（
六
月
四
日
） 

 

イ 

自
家
栽
培
に
関
す
る
記
録
（
明
治
三
八
年
六
月
一
日
か
ら
六
月
一
七
日
ま
で
八
八

） 

 

ぼ
ふ
ふ
ら

八
九

の
棚
を
少
し
こ
し
ら
へ
る
／
少
女
は
し
よ
ふ
が
を
植
る
／
畑
の
草
を
引

き
て
と
ふ
が
ん
を
う
へ
る
（
六
月
一
日
）
ぼ
ふ
ふ
ら
の
た
な
を
よ
ふ
〳
〵
こ
し
ら
へ
あ

け
る
／
ほ
ふ
ふ
ら
と
唐
か
ん
を
植
て
水
を
か
け
る
少
女
は
に
ん
に
く
を
引
く（
六
月
二

日
）
市
へ
行
〇
三
銭
な
す
な
へ
を
買
ふ
（
六
月
七
日
）
夕
方
花
や
ぼ
ふ
ふ
ら
へ
こ
え
を

す
る
（
六
月
八
日
）
西
の
ぼ
ふ
ふ
ら
の
た
な
を
こ
し
ら
へ
る
大
に
草
臥
れ
る
（
六
月
一

二
日
）
花
畑
の
草
を
引
唐
か
ん
を
植
る
（
六
月
一
三
日
）
花
の
た
お
れ
た
る
を
お
こ
し

（
六
月
一
四
日
）草
を
引
き
ま
め
を
お
こ
し
た
て
そ
へ
を
す
る
笹
を
田
い
も
へ
入
れ
る

（
六
月
一
六
日
）
よ
ふ
〳
〵
少
し
あ
か
ら
み
え
ん
ど
ふ
を
引
夫
を
二
人
し
て
も
る
（
六

月
一
七
日
） 

 な
お
、
こ
う
し
た
仕
事
は
、
秋
山
村
の
本
宅
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
別
邸
に
拠
点
を

移
し
た
後
も
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。
同
家
に
お
け
る
重
要
な
収
入
源
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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六 

日
露
戦
争
と
銃
後
活
動 

  
梶
日
記
に
は
、
日
露
戦
争
時
の
銃
後
活
動
に
関
す
る
記
録
が
散
見
さ
れ
る
。
女
性
の
日

常
と
戦
争
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
記
録
と
い
え
よ
う
。 

 

日
清
・
日
露
戦
争
期
の
中
心
的
な
軍
事
後
援
団
体
で
あ
る
「
愛
国
婦
人
会
」
の
名
が
梶

日
記
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
明
治
三
五
年
五
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。「
愛
国
婦
人

の
大
会
に
付
此
所
に
て
甲
殿
嶋
田
姉
親
子
と
供
に
其
集
り
を
な
し
お
梶
司
会
を
勤
む
」九

〇
。

秋
山
村
に
て
、
大
会
に
関
す
る
祈
祷
会
を
開
催
し
た
記
録
で
あ
る
。 

そ
れ
か
ら
三
年
後
、
梶
は
、「
こ
ふ
え
ん
に
て
愛
国
婦
人
会
の
は
つ
か
い
せ
つ
の
処
へ

見
物
」

九
一

に
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
知
公
園
（
三
ノ
丸
）
で
行
わ
れ
た
愛
国
婦
人
会

高
知
支
部
の
発
会
式
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
様
子
を
報
じ
た
記
事

九
二

に
よ
れ
ば
、
こ
の

発
会
式
は
「
谷
子
爵
、
山
内
豊
静
君
、
県
知
事
以
下
各
高
等
官
」
な
ど
来
賓
二
、
五
〇
〇

余
人
が
出
席
し
た
大
規
模
な
も
の
で
、「
見
物
人
非
常
に
多
く
中
々
の
盛
会
」
で
あ
っ
た

九
三

。
梶
は
そ
ん
な
式
の
見
物
人
の
一
人
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
梶
日
記
で
は
、
式
の
内
容
や

会
場
の
様
子
は
一
切
語
ら
れ
て
い
な
い
。
式
の
余
興
と
し
て
行
わ
れ
た
「
の
ふ
の
舞
を
見

物
し
て
か
へ
る
面
白
く
鉢
の
木
を
見
る
」
と
だ
け
記
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
梶
は
愛
国
婦
人
会
の
活
動
に
一
切
興
味
を
持
た
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

発
会
式
か
ら
一
か
月
後
の
五
月
一
一
日
、
梶
は
、
高
知
教
会
老
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

り
友
人
で
も
あ
る
孕
石
氏
を
尋
ね
、
愛
国
婦
人
会
へ
の
加
入
を
相
談
し
た

九
四

。
そ
れ
か
ら

一
〇
日
後
の
日
記
に
は
「
今
日
愛
国
婦
人
会
本
分

（
マ
マ
）

よ
り
色
々
の
物
来
り
受
取
る
又
札
も

来
る
な
り
」

九
五

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
九
月
二
三
日
の
日
記
に
は
、
高
知
公
園
で

行
わ
れ
た
軍
人
等
一
四
人
の
葬
式
に
「
は
じ
め
て
愛
国
婦
人
会
の
し
る
し
を
付
て
行
夫
よ

り
か
へ
り
て
大
だ
れ
に
御
座
候
」九

六
。梶
は
確
か
に
愛
国
婦
人
会
の
会
員
と
な
っ
て
い
た
。 

 

な
お
、
梶
は
愛
国
婦
人
会
に
入
会
す
る
前
か
ら
銃
後
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
。
以
下
、

日
露
戦
争
中
の
梶
日
記
か
ら
関
係
す
る
内
容
を
時
系
列
順
に
紹
介
す
る

九
七

。 
 

 

し
づ
子
を
つ
れ
て
升
形
へ
往
く
今
日
は
軍
人
の
い
こ
つ
汽
船
に
て
着
致
し
候
由
ニ
付

参
る
（
明
治
三
七
年
一
〇
月
六
日
）
此
西
ニ
居
ら
れ
る
田
所
氏
来
ら
れ
軍
人
ニ
ケ
ツ
ト

を
送
る
為
其
せ
わ
を
頼
ま
れ
し
由
ニ
て
来
る
ケ
ツ
ト
の
な
き
人
は
金
ニ
て
出
ス
由
壱

枚
五
拾
銭
の
わ
り
合
に
し
て
壱
枚
以
上
を
出
だ
す
は
ず
の
よ
し
（
一
一
月
六
日
）
今
日

辻
の
二
三
軒
東
の
人
出
兵
に
つ
き
町
内
一
同
よ
り
送
物
と
し
て
金
五
拾
銭
づ
ゝ
出
ス

約
束
の
由
中
ニ
は
一
円
出
ス
者
も
有
る
よ
し
又
不
ラ
フ
も
出
来
居
ら
さ
り
し
故
此
度

之
を
こ
し
ら
へ
る
ニ
付
合
せ
て
七
十
銭
出
し
く
れ
へ
と
の
事
を
申
来
る（
一
二
月
一
九

日
）雅
子
は
市
の
婦
人
会
へ
軍
人
へ
出
ス
袋
物
を
少
し
出
さ
ん
と
し
て
夫
れ
を
こ
し
ら

へ
る
（
一
二
月
二
六
日
）
軍
人
へ
ち
ら
し
の
本
を
か
す
〳
〵
袋
入
れ
ニ
し
て
教
会
婦
人

会
と
し
て
名
前
を
中
へ
入
れ
て
雅
子
と
供
ニ
五
袋
づ
ゝ
十
袋
織
田
姉
へ
迄
差
出
す（
明

治
三
八
年
一
月
九
日
）
軍
人
の
送
り
物
の
わ
り
〇
弐
銭
五
厘
出
ス
（
一
月
一
五
日
）
先

日
軍
人
へ
出
し
た
る
金
の
不
足
致
居
候
由
ニ
付
又
〇
二
銭
出
ス
（
一
月
二
二
日
）
軍
人

の
御
出
船
を
見
立
ニ
行
く
（
三
月
七
日
）
柳
原
の
軍
人
の
墓
地
を
見
ニ
栄
衛
さ
ん
と
供

ニ
往
く
（
三
月
二
一
日
）
婦
人
祈
祷
会
を
開
き
司
会
を
勤
め
る
ロ
の
事
に
付
て
は
な
す

（
四
月
一
六
日
）〇
拾
銭
こ
ち
よ
ふ
丸
〇
拾
銭
手
帖
合
〆
六
拾
壱
銭
五
り
を
袋
へ
入
れ

て
海
軍
祝
勝
に
付
武
陽
協
へ
出
ス
は
ず
に
て
之
を
こ
し
ら
へ
る
木
綿
ハ
内
ニ
切
有
り

て
夫
ニ
て
こ
し
ら
へ
る
（
六
月
一
四
日
）
其
祝
勝
袋
へ
夫
々
い
れ
て
名
前
を
入
れ
て
津

留
子
ニ
頼
む
之
を
武
陽
協
へ
出
ス
よ
し
一
所
ニ
た
の
む
（
六
月
一
五
日
）
今
日
軍
人
ニ

し
て
ロ
国
へ
取
り
こ
に
成
り
居
る
人
々
へ
送
る
由
ニ
付
片
岡
姉
よ
り
集
め
ら
れ
る
ニ

付
〇
金
弐
拾
銭
め
ぐ
み
金
の
内
よ
り
出
し
て
国
吉
姉
に
相
渡
ス
（
六
月
二
一
日
） 

 
 

ま
た
、
梶
は
、
そ
の
戦
況
に
つ
い
て
も
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
露
戦
争
に
関

す
る
新
聞
号
外
が
届
い
た
日
の
日
記
に
は
「
ゴ
ヲ
ガ
イ
」「
こ
ふ
か
い
」
等
と
記
し
、
率

直
な
感
想
を
綴
っ
て
い
る
。「
今
日
ご
ふ
が
い
来
る
ど
ふ
か
〇
〇

（
マ
マ
）

占
領
し
た
る
由
大
ニ
悦

こ
ぶ
万
歳
」

九
八

と
記
し
た
日
も
あ
れ
ば
、「
今
日
も
ゴ
ヲ
ガ
イ
来
る
二
十
六
七
日
の
戦
に

は
凡
そ
死
々
ヨ
ヲ
者
は
二
千
人
位
有
よ
し
大
ニ
い
た
む
」

九
九

日
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治

三
八
年
六
月
に
は
「
今
日
は
嬉
し
き
日
也
平
和
の
ご
ふ
が
い
来
る
」

一
〇
〇

、「
今
日
こ
ふ
が

い
来
る
露
国
と
の
講
利
成
る
よ
し
大
ニ
歓
ひ
ニ
む
か
ふ
」

一
〇
一

と
あ
る
。
終
戦
三
か
月
前
、

両
国
の
講
和
交
渉
が
決
定
し
た
直
後
の
記
録
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
わ
り
に 

 

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
梶
日
記
は
、
そ
の
日
の
行
動
や
出
来
事
を
淡
々
と
記
し

た
も
の
で
あ
り
、
梶
の
個
人
的
な
思
い
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
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明
治
三
六
年
に
は
異
例
と
も
い
え
る
感
情
的
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。 

 
 

扨
今
日
も
小
女
の
事
よ
り
し
て
大
あ
ら
そ
い
を
す
る
夫
れ
は
自
分
の
つ
め
を
右
の
手

の
分
を
つ
ん
で
貰
い
居
り
し
時
は
な
し
に
少
女
は
大
分
は
た

（
機
）

が
上
手
ニ
な
つ
た
只
彼

ニ
仕
入
を
し
て
や
つ
た
よ
ふ
な
物
ぢ
や
又
今
年
く
る
が
も
ど
の
よ
ふ
な
者
や
ら
し
れ

ん
只
手
を
つ
け
て
遣
る
と
じ
や
と
い
ふ
て
え
ら
い

一
〇
二

彼
を
お
し
む
よ
ふ
聞
へ
る
故

に
夫そ

れ

程
お
し
い
も
の
な
れ
ハ
な
ぜ
い
な
す

一
〇
三

ぞ
わ
し
ハ
こ
ら
へ
る
ぞ
よ
ど
ふ
と
も

で
き
つ
ろ
ふ

一
〇
四

ニ
に
の
ふ
と
い
う
と
大
き
に
顔
色
を
か
へ
て
夫
は
今
そ
ふ
云
て
も

で
き
ま
せ
ん
と
云
故
夫
は
い
ぜ
ん
の
事
よ
の
と
云
と
其
時
ニ
ハ
ま
だ
そ
れ
程
上
手
ニ

な
つ
て
居
ら
ん
と
い
ふ
よ
り
し
て
親
子
ど
ふ
こ
ふ
大
あ
ら
そ
い
を
な
す
実
ニ
年
寄
て

む
つ
か
し
く
成
り
嫁
ニ
も
に
く

（
憎
）

ま
ま
る
ゝ
こ
と
よ
（
中
略
）
お
ま
へ
さ
ん
が
き
に
い
ら

ぬ
者
ハ
お
く
事
ハ
い
か
ん
で
は
な
い
か
と
夫
故
今
年
お
く
事
を
自
分
で
き
め
て
約
束

を
し
て
居
り
乍
私
の
む
か
ふ
て
や
は
り
其
様
成
事
を
云
は
さ
た

（
定
）

め
し
自
分
ハ
お
き
と

ふ
て
た
ま
ら
ん
故
其
様
成
事
毎
も
持
出
す
事
と
私
は
考
が
へ
る
故
に
か
ん
に
ん
が
で

き
ず
そ
ふ
〳
〵
う
る
さ
い
を
得

一
〇
五

こ
ら
へ
ず
な
る
な
り

一
〇
六 

 

「
小
女
」
と
は
、
細
川
家
の
女
中
の
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
細
川
家
で
は
女

中
を
雇
っ
て
家
事
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
。
梶
日
記
に
よ
る
と
、
長
年
雇
っ
て
い
る
決
ま
っ

た
女
中
が
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
未
婚
の
若
い
女
性
を
親
族
や
友
人
の
紹
介
で
雇
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。「
大
あ
ら
そ
い
」
を
し
た
「
親
子
」
は
、
文
脈
か
ら
想
像
す
る
に
梶
と

千
鶴
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
女
中
を
長
く
雇
い
た
い
千
鶴
と
、「
実
に
年
寄
て
む
つ
か

し
く
成
」
っ
た
と
自
覚
し
て
い
る
梶
の
や
り
と
り
が
、
方
言
を
交
え
た
会
話
形
式
で
記
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
日
記
は
梶
日
記
の
な
か
で
最
も
長
文
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
、梶
日
記
を
通
読
す
る
な
か
で
、梶
は
何
を
目
的
に
日
記
を
書
い
て
い
た
の
か
、

と
い
う
素
朴
な
疑
問
を
抱
い
た
。
梶
日
記
に
は
家
族
の
動
向
な
ど
細
川
家
全
体
の
事
情
も

多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
梶
が
一
家
の
記
録
と
し
て
遺
し
た
も
の
、
と
い
う
解
釈
も

可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
感
情
的
な
記
述
を
見
れ
ば
、
家
族
に
読
ま
れ
る
こ

と
を
前
提
に
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

家
資
料
の
保
存
及
び
取
捨
選
択
に
は
、
当
然
、
当
主
の
考
え
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
。

細
川
家
資
料
は
義
昌
の
徹
底
的
な
文
書
管
理
に
よ
っ
て
現
代
に
伝
え
ら
れ
た
と
指
摘
さ

れ
る
が

一
〇
七

、
義
昌
は
生
前
、
大
量
の
新
聞
と
自
身
の
日
記
を
蔵
に
保
存
し
て
い
る
の
は

自
伝
執
筆
の
た
め
だ
と
語
っ
て
い
る

一
〇
八

。 

ま
た
、
静
は
、
同
家
に
お
け
る
日
記
の
保
存
や
そ
の
扱
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 

 

二
人

一
〇
九

は
毎
年
毛
筆
で
書
い
て
い
た
が
、
日
記
の
性
質
上
読
ん
だ
事
は
な
か
っ
た
。

時
々
虫
干
し
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
た
が
、義
昌
は
父
の
日
記
帳
を
あ
か
ず
読
ん
で
い

た
事
が
あ
る
。
誰
に
も
あ
る
事
で
背
中
を
丸
く
し
て
読
み
ふ
け
っ
て
い
た
が
、
朝
早
く

か
ら
出
し
て
三
時
頃
に
は
仕マ

マ

末
し
た
の
で
、
そ
の
間
の
時
間
で
あ
っ
た
。

一
一
〇 

 

静
は
、「
日
記
の
性
質
」（
日
記
が
個
人
的
な
記
録
で
あ
る
こ
と
）
を
認
識
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
義
昌
が
義
郷
の
日
記
を
「
読
み
ふ
け
」
る
姿
を
こ
の
よ
う
に
印
象
的
に
語
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
細
川
家
で
は
互
い
の
日
記
を
読
み
合
う
習
慣
は
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
虫
干
は
い
う
ま
で
も
な
く
長
期
保
存
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
梶
日
記

に
も
八
月
か
ら
九
月
の
晴
れ
た
日
に
「
帖
」
や
「
本
」
を
外
に
干
し
た
と
い
う
記
述
が
散

見
さ
れ
る

一
一
一

が
、
こ
れ
ら
が
静
の
い
う
「
虫
干
し
」
に
あ
た
る
と
す
る
な
ら
ば
、
干
し

て
い
た
「
帖
」
に
は
梶
や
義
昌
の
日
記
帳
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

一
般
に
、
従
来
の
「
歴
史
の
書
き
手
」
は
圧
倒
的
に
男
性
で
あ
っ
た
。
梶
日
記
の
よ
う

な
、日
常
生
活
に
関
す
る
女
性
史
料
が
伝
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、「
歴
史
の
書
き
手
」

側
、
つ
ま
り
史
料
を
遺
し
伝
え
る
側
の
人
間
に
、
女
性
も
歴
史
を
作
る
上
で
の
行
為
主
体

で
あ
る
と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
指
摘
も
あ
る

一
一
二

。
生
前
の
義
昌
が

梶
日
記
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、
ど
こ
ま
で
意
識
的
に
保
存
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
細
川
家
に
お
い
て
も
梶
日
記
は
処
分
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現
在

ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

最
後
に
、
梶
日
記
を
は
じ
め
貴
重
な
資
料
を
遺
し
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
細
川
家
に
感
謝

と
敬
意
を
表
し
、
本
稿
を
終
え
た
い
。 

 

（
は
ま
だ
み
ゆ 

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
学
芸
員
） 
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【
注
釈
】

一 
渡
部
淳
「
細
川
家
資
料
解
題
」『
細
川
家
資
料
目
録
』、
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
、
一
九
九

六
年
、
四
頁
。

二 

中
沢
静
『
無
一
老
人
』、
自
家
本
、
一
九
七
九
年
、
一
一
一
頁
。

三 

小
林
和
香「
島
村
右
馬
丞
日
記
に
み
る
結
婚
と
離
婚
」『
土
佐
史
談
』二
二
七
号
、二
〇
〇
四
年
、

三
四
頁
。
小
林
氏
に
よ
る
と
、
梶
は
嘉
永
二
年
二
月
に
義
郷
と
結
婚
し
同
年
一
一
月
に
伝
太

郎
（
義
昌
）
を
出
産
し
た
が
、
二
年
後
に
一
度
離
別
し
た
。
そ
の
後
帰
縁
し
た
も
の
の
、
義

郷
の
日
記
か
ら
は
梶
が
義
郷
と
の
生
活
に
い
さ
さ
か
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
推

察
で
き
る
と
い
う
（
同
上
、
三
五
頁
）。

四 

中
沢
、
前
掲
書
、
一
七
五
頁
。

五 

同
上
、
五
頁
。

六 

同
上
、
四
四
頁
。

七 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
８
）、
明
治
三
六
年
二
月
八
日
等
。
各
種
祈
祷
会
の
司

会
は
、
婦
人
会
の
女
性
に
お
け
る
輪
番
制
で
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

八 

「
秋
山
講
義
所
」
は
、
梶
日
記
で
は
「
教
会
講
義
所
」「
講
義
所
」
と
い
う
名
称
で
、
明
治
三
五
、

三
六
年
の
記
録
に
頻
出
す
る
。

九 

同
上
、
一
一
九
頁
。

一
〇 

同
上
、
一
二
二
―
一
二
三
頁
。

一
一 

同
上
、
一
二
四
頁
。

一
二 

同
上
、
一
二
七
頁
。

一
三 

同
上
、
一
一
一
頁
。

一
四 

同
上
、
一
一
一
―
一
一
二
頁
。

一
五 

同
上
、
一
一
三
頁
。

一
六 

細
川
雅
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
11
―
１
）、
明
治
四
四
年
二
月
一
〇
日
。

一
七 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
15
）、
明
治
三
八
年
五
月
一
、
二
日
等
。
梶
が
老

婦
人
祈
祷
会
の
集
金
を
扱
っ
て
い
る
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

一
八 

設
立
初
期
の
高
知
教
会
に
お
い
て
執
事
を
務
め
て
い
た
門
田
真
心
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。 

一
九 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
15
）、
明
治
三
八
年
一
月
二
九
日
。

二
〇 

中
沢
、
前
掲
書
、
八
頁
。

二
一 

実
際
、
一
〇
月
に
日
記
帳
を
作
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
19

明
治
四
〇
年
一
〇
月
一
九
日
）。

二
二 

中
沢
、
前
掲
書
、
五
一
頁
。

二
三 

同
上
、
九
八
頁
。

二
四 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
８
）、
明
治
三
六
年
二
月
三
日
か
ら
二
月
一
六
日
。 

二
五 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
15
）、
明
治
三
八
年
二
月
二
〇
日
。

二
六 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
19
）、
明
治
四
〇
年
七
月
二
日
。

二
七 

「
日
記
お
ぼ
へ
帳
」、「
明
治
丗
五
年
日
記
」、「
万
日
記
お
ぼ
へ
帳
」
等
。
詳
細
は
【
資
料
二
】

参
照
。

二
八 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
19
）、
明
治
四
〇
年
八
月
二
日
等
。

二
九 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
９
）、
明
治
三
六
年
四
月
二
六
日
等
。

三
〇 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
７
）、
明
治
三
五
年
一
一
月
七
日
。

三
一 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
８
）、
明
治
三
六
年
二
月
一
七
日
。

三
二 

同
上
、
明
治
三
六
年
二
月
一
九
日
。

三
三 

同
上
、
明
治
三
六
年
三
月
一
四
日
。

三
四 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
14
）、
明
治
三
七
年
一
二
月
一
三
日
。

三
五 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
15
）、
明
治
三
八
年
三
月
三
日
等
。

三
六 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
）
の
う
ち
16
と
17
の
二
冊
に
記
さ
れ
て
い
る
。

三
七 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
17
）、
明
治
三
八
年
九
月
一
四
日
。

三
八 

例
え
ば
、
九
月
四
日
は
一
家
で
秋
山
村
の
本
宅
へ
帰
し
た
日
で
あ
る
が
、
義
昌
が
「
船
ち
ん
」

を
支
払
っ
た
こ
と
や
、
乗
船
中
に
雨
が
降
り
は
じ
め
、
二
歳
の
娘
を
連
れ
た
津
留
が
波
に
「
お

ぢ
」
て
い
た
（「
お
ぢ
る
」
と
は
高
知
県
の
方
言
で
「
怖
れ
る
」
と
い
う
意
味
）
こ
と
は
、
書
き

「
移
」
さ
れ
た
方
の
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
16 

明
治
三

八
年
九
月
四
日
）。

三
九 

田
中
祐
介
「
総
論
「
日
記
文
化
」
を
掘
り
下
げ
、
歴
史
を
照
射
す
る
」『
無
数
の
ひ
と
り
が
紡

ぐ
歴
史 
日
記
文
化
か
ら
近
現
代
日
本
を
照
射
す
る
』、
株
式
会
社
文
学
通
信
、
二
〇
二
二
年
、

三
三
頁
。

四
〇 

筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
細
川
家
資
料
に
は
、
約
七
五
〇
件
の
女
性
関
係
資
料
（
女
性
が
作
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成
し
た
も
の
、
女
性
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

四
一 

中
沢
、
前
掲
書
、「
序
に
か
え
て
」
よ
り
。

四
二 

同
上
、
一
一
四
頁
。

四
三 

同
上
、
一
七
七
頁
。
津
留
の
二
女
、
静
の
妹
で
あ
る
寿
衛
は
明
治
三
七
年
三
月
生
ま
れ
で
あ

る
。

四
四 

梶
日
記
に
は
、「
ち
ゝ
屋
」
か
ら
「
ち
ゝ
」
を
購
入
し
た
こ
と
、「
ち
ゝ
」
を
始
め
た
こ
と
（
明

治
二
九
年
五
月
二
三
日
、
明
治
三
九
年
八
月
二
五
日
等
）
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
ち
ゝ
の
行

平
」
を
購
入
し
て
い
る
（
明
治
三
〇
年
六
月
七
日
）
こ
と
か
ら
、
温
め
て
飲
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
当
初
筆
者
は
「
ち
ゝ
」
を
乳
幼
児
用
と
考
え
て
い
た
が
、『
無
一
老
人
』
に
よ
っ
て

「
ち
ゝ
」を
飲
む
こ
と
は
梶
自
身
の
習
慣
で
あ
る
と
判
明
し
た（
中
沢
、前
掲
書
、一
一
七
頁
）。

四
五 

中
沢
、
前
掲
書
、
一
一
七
―
一
一
八
頁
よ
り
抜
粋
。

四
六 

同
上
、
冒
頭
の
写
真
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

四
七 

高
知
教
会
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
高
知
教
会
百
年
史
』、
日
本
基
督
教
団
高
知
教
会
、
一
九

八
五
年
、
一
八
頁
。
な
お
、
義
昌
の
受
洗
時
期
に
つ
い
て
は
資
料
に
よ
っ
て
齟
齬
が
あ
る
。
同

書
で
は
明
治
一
八
年
（
月
日
不
明
）
に
ミ
ロ
ル
よ
り
受
洗
し
た
と
の
記
録
が
紹
介
さ
れ
る
（
同

上
、
二
〇
頁
）
が
、『
無
一
老
人
』
に
は
、
明
治
一
七
年
一
一
月
に
受
洗
し
た
と
義
昌
本
人
か
ら

聞
か
さ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
（
中
沢
、
前
掲
書
、
四
〇
頁
）。
ま
た
、
女
性
た
ち
の
受
洗
経
緯

に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
『
無
一
老
人
』
で
し
か
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
義
昌

に
影
響
さ
れ
た
梶
が
あ
る
日
自
ら
「
私
も
洗
礼
を
受
け
た
い
」
と
申
し
出
た
。
こ
れ
に
千
鶴
も

同
意
を
示
し
、津
留
と
雅
は
親
の
責
任
の
も
と
に
受
洗
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う（
同
上
、

四
四
頁
）。

四
八 

一
家
が
別
邸
に
移
り
住
ん
だ
の
は
明
治
二
三
年
九
月
一
五
日
（
中
沢
、
前
掲
書
、
八
六
頁
）。 

四
九 

梶
が
片
目
を
失
明
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
二
八
年
か
ら
二
九
年
ま
で
の
梶
日
記

に
は
、
目
の
調
子
が
悪
い
た
め
に
「
黒
岩
氏
」（
眼
科
と
思
わ
れ
る
）
の
診
察
を
受
け
た
と
い
う

記
録
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、「
り
ょ
う
治
」
の
た
め
「
黒
岩
氏
」
へ
入
院
し
た
時
の
記
録
も
あ

る
（
細
川
家
資
料
Ｂ
―
６
―
３
、
明
治
二
九
年
五
月
二
二
日
か
ら
五
月
三
一
日
ま
で
）。

五
〇 

梶
日
記
で
は
、「
さ
ん
み
」「
さ
ん
美
」
と
記
さ
れ
る
。

五
一 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
７
）、
明
治
三
五
年
一
〇
月
七
日
。

五
二 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
17
）、
明
治
三
八
年
一
〇
月
二
三
日
。

五
三 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
19
）、
明
治
四
〇
年
八
月
一
五
日
。

五
四 

中
沢
、
前
掲
書
、
四
三
頁
。「
聖
書
の
友
」
は
明
治
一
七
年
一
〇
月
末
か
ら
始
ま
り
、
義
昌
が

死
去
す
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。 

五
五 

同
上
、
二
〇
一
頁
。

五
六 

梶
日
記
で
は
、「
ア
ツ
キ
ン
ソ
ン
」
と
明
治
三
八
年
を
中
心
に
複
数
回
交
流
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

五
七 

明
治
二
九
年
五
月
、
細
川
家
は
「
フ
ル
ベ
ツ
キ
氏
」
を
秋
山
村
に
招
待
し
、
お
話
会
や
親
睦
会

を
開
い
て
い
る（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
１ 

五
月
一
三
、一
五
日
）。な
お
、静
に
よ
る
と
、

明
治
一
七
年
に
義
昌
が
洗
礼
を
受
け
た
の
は
フ
ル
ベ
ッ
キ
か
ら
だ
と
い
う
（
中
沢
、
前
掲
書
、

四
〇
頁
）。

五
八 

梶
日
記
で
は
「
マ
キ
ル
ウ
エ
ン
氏
」「
マ
ク
ル
氏
」
等
と
記
さ
れ
、
梶
日
記
全
編
に
散
見
さ
れ

る
。「
マ
ク
ル
氏
の
奥
さ
ん
」
と
は
物
々
交
換
を
し
た
り
食
事
会
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
私
的
交

流
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

五
九 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
19
）、
明
治
四
〇
年
九
月
一
四
日
等
。

六
〇 

高
知
教
会
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
、
前
掲
書
、
四
〇
五
頁
。

六
一 

「
片
岡
姉
」
は
、
主
に
明
治
三
八
年
の
梶
日
記
に
お
い
て
、
銃
後
活
動
や
慈
善
活
動
に
関
す
る

記
述
の
な
か
に
複
数
回
登
場
す
る
。

六
二 

同
上
、
四
〇
四
頁
。

六
三 

同
上
、
四
〇
五
頁
。

六
四 

梶
日
記
で
は
、「
老
婦
人
組
」「
年
寄
組
」
等
と
記
さ
れ
る
。

六
五 

土
佐
教
会
と
高
知
教
会
の
連
合
婦
人
会
。

六
六 

梶
日
記
に
は
「
慈
善
市
」「
し
せ
ん
み
せ
」
等
と
記
さ
れ
る
。『
高
知
教
会
百
年
史
』
で
は
婦
人

会
活
動
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
四
〇
九
頁
）。

六
七 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
13
）、
明
治
三
七
年
六
月
二
八
日
。

六
八 

多
田
素
『
牧
会
百
話
』
日
本
キ
リ
ス
ト
団
高
知
教
会
、
一
九
六
九
年
、
一
二
九
―
一
三
〇
頁
。 

多
田
は
昭
和
一
六
年
に
死
去
し
て
い
る
た
め
、
没
後
の
発
行
で
あ
る
。

六
九 

な
お
、『
牧
会
百
話
』
に
よ
る
と
、
多
田
は
婦
人
た
ち
が
「
慈
善
と
か
救
済
と
か
広
範
に
亙
っ

た
種
々
な
る
社
会
事
業
」
に
関
心
を
持
ち
、
行
動
す
る
こ
と
に
対
し
て
強
い
懸
念
を
抱
い
て
い

る
。
そ
し
て
、
仮
に
そ
れ
が
「
血
み
ど
ろ
な
真
剣
な
も
の
」
で
あ
っ
て
も
、「
教
会
に
帰
れ
、
教

会
を
守
れ
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
る
。
木
下
氏
は
、
多
田
の
こ
の
姿
勢
に
つ
い
て
「
高

知
教
会
の
基
本
的
姿
勢
を
決
定
し
た
と
言
っ
て
よ
い
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
多
田
の
こ
う
し
た
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指
導
以
降
、
婦
人
会
の
社
会
活
動
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る

（『
高
知
教
会
百
年
史
』、
四
〇
五
―
四
〇
六
頁
）。

七
〇 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
４
）、
明
治
三
五
年
三
月
五
日
。
聖
書
一
冊
と
「
讃

美
歌
」
一
冊
の
購
入
記
録
。

七
一 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
15
）、
明
治
三
八
年
一
月
一
五
日
。
塩
三
升
の
購

入
記
録
。

七
二 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
13
）、
明
治
三
七
年
八
月
九
日
。
秋
山
村
か
ら
別

邸
ま
で
の
「
船
ち
ん
」
支
払
記
録
。
千
鶴
と
梶
が
乗
船
し
た
際
の
も
の
。

七
三 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 
Ｂ
―
６
―
13
）、
明
治
三
七
年
六
月
六
日
。
し
ほ
、
は
き
物

直
し
、
大
白
、
黒
砂
糖
の
支
払
記
録
。

七
四 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
13
）、
明
治
三
七
年
七
月
二
日
。
慈
善
市
の
取
り

ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
武
市
氏
へ
の
支
出
記
録
。

七
五 

細
川
義
方
宛 

細
川
義
昌
書
簡
（
細
川
家
資
料 
Ｆ
―
４
―
283
）、
明
治
三
七
年
一
〇
月
八

日
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

七
六 

中
沢
、
前
掲
書
、
一
二
〇
頁
。

七
七 

同
上
、
一
二
一
頁
。

七
八 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
４
）、
明
治
三
〇
年
四
月
一
日
。

七
九 

傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
な
お
「
子
供
」
と
は
津
留
・
雅
・
義
方
の
こ
と
で
あ
り
、「
お
か
ち
」

（
お
梶
）
と
は
梶
自
身
の
こ
と
で
あ
る
。

八
〇 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
16
）、
明
治
三
八
年
五
月
二
二
日
。
こ
れ
は
雅
が

フ
ェ
リ
ス
和
英
女
学
校
に
進
学
し
た
直
後
の
記
録
で
あ
る
。

八
一 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
17
）、
明
治
三
八
年
一
二
月
二
三
日
。

八
二 

例
え
ば
、
細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
17
）、
明
治
三
八
年
九
月
五
、
六
日
。

秋
山
村
の
本
宅
に
多
田
牧
師
を
招
き
「
感
謝
の
集
り
」
を
行
っ
た
旨
の
記
録
で
あ
る
。
祈
祷
後

の
親
睦
会
で
は
参
加
者
に
「
善
を
出
し
て
御
ち
そ
ふ
」
す
る
際
の
「
お
き（

う
じ

給
仕
）

」
の
た
め
に
新

宅
の
女
中
や
近
所
の
女
性
を
雇
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

八
三 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
９
）、
明
治
三
六
年
五
月
九
日
等
。

八
四 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
６
）、
明
治
三
五
年
七
月
八
日
。

八
五 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
17
）、
明
治
三
九
年
一
月
二
五
日
。

八
六 

「
日
雇
い
」
の
意
。
梶
日
記
で
頻
出
す
る
。

八
七 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
６
）
よ
り
。

八
八 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
16
）
よ
り
。

八
九 

高
知
県
の
方
言
で
「
か
ぼ
ち
ゃ
」
の
こ
と
。

九
〇 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
６
）、
明
治
三
五
年
五
月
三
日
。

九
一 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
15
）、
明
治
三
八
年
四
月
二
三
日
。

九
二 

『
土
陽
新
聞
』
明
治
三
八
年
四
月
二
五
日
。

九
三 

外
崎
光
広
氏
は
、
こ
の
発
会
式
に
つ
い
て
「
天
皇
制
国
家
の
す
べ
て
の
権
力
機
関
の
代
表

者
を
網
羅
し
た
こ
の
発
会
式
は
、
ま
さ
に
愛
国
婦
人
会
の
性
格
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
」
る
と
評
価
し
て
い
る
（
外
崎
光
広
著
『
高
知
県
婦
人
解
放
運
動
史
』、
株
式

会
社
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
七
五
年
、
七
八
―
七
九
頁
）。

九
四 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
15
）、
明
治
三
八
年
五
月
一
一
日
。

九
五 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
16
）、
明
治
三
八
年
五
月
二
一
日
。

九
六 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
17
）、
明
治
三
八
年
一
〇
月
二
三
日
。

九
七 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
14
～
16
）
よ
り
。

九
八 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
13
）、
明
治
三
七
年
八
月
二
四
日
。

九
九 

同
上
、
明
治
三
七
年
八
月
三
一
日
。

一
〇
〇 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
16
）、
明
治
三
八
年
六
月
一
一
日
。

一
〇
一 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
16
）、
明
治
三
八
年
六
月
一
二
日
。

一
〇
二 

「
え
ら
い
」
は
、
高
知
県
の
方
言
で
「
た
い
そ
う
」「
甚
だ
」
の
意
味
。

一
〇
三 

「
い
な
す
」
は
、
高
知
県
の
方
言
で
「
帰
ら
せ
る
」
の
意
味
。

一
〇
四 

「
つ
ろ
ふ
」（
つ
ろ
ー
）
は
、
高
知
県
の
方
言
で
「
～
た
で
あ
ろ
う
」
の
意
味
。

一
〇
五 

「
得
」
は
、
高
知
県
の
方
言
で
「
～
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
を
意
味
す
る
副
詞
。 

一
〇
六 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
８
）、
明
治
三
六
年
一
月
一
六
日
。

一
〇
七 

渡
部
、
前
掲
書
、
三
頁
。

一
〇
八 

中
沢
、
前
掲
書
、
一
六
五
頁
。

一
〇
九 

梶
と
義
昌
の
こ
と
。

一
一
〇 

中
沢
、
前
掲
書
、
八
頁
。

一
一
一 

細
川
梶
日
記
（
細
川
家
資
料 

Ｂ
―
６
―
６
）、
明
治
三
五
年
九
月
一
二
日
等
。

一
一
二 

四
方
由
美
「
宮
崎
に
お
け
る
女
性
史
資
料
保
存
に
関
す
る
研
究
（
１
）」『
宮
崎
公
立
大
学
人

文
学
部
紀
要
』
第
一
七
巻
、
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
。
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【資料一】細川家系図（近代） 

注１：『無一老人』を参考に筆者が作成したものである。 

注２：本稿に登場する人物を太字で示している。 

【資料二】『細川家資料目録』における「Ｂ 個人日記・雑記」のうち「６ 梶」一覧 

資料番号 標題 年代
本稿における

梶日記
B-6-1 明治二十八年十二月二十一日ヨリ 日記おぼへ帳 明治28年12月21日～明治29年５月22日 〇
B-6-2 （おぼへ帳） 明治29年～明治34年 ×
B-6-3 明治廿九年五月より 万おぼへ帳 明治29年５月22日～５月31日 〇
B-6-4 明治卅年三月一日ヨリ 日記おぼへ帳 明治30年３月１日～７月11日 〇
B-6-5 色々おぼへ 明治31年９月５日～９月15日 ×
B-6-6 明治卅五年日記 明治35年５月１日～９月30日 〇
B-6-7 明治卅五年十月一日ヨリ 日記おぼへ帳 明治35年10月１日～明治36年１月２日 〇
B-6-8 明治三十六年一月一日ヨリ 日記おぼへ帳 明治36年１月１日～４月２日 〇
B-6-9 色々おほへ帖 明治36年４月19日～７月３日 〇

B-6-10 明治三十六年五月ヨリ 色々かいものおほへ 明治36年５月２日～７月１日 ×
B-6-11 明治三十六年七月四日ヨリ 日記色々おぼへ帳 明治36年７月４日～９月27日 〇
B-6-12 明治三十八年 色々おぼへ 明治37年～大正３年 ×
B-6-13 日記おぼへ帳 明治37年５月24日～９月14日 〇
B-6-14 日記おぼへ帳 明治37年９月14日～12月31日 〇
B-6-15 日記おぼへ帳 明治38年１月１日～５月15日 〇
B-6-16 明治卅八年五月十六日より 日記おぼへ帳 明治38年５月16日～９月９日 〇
B-6-17 明治三十八年九月十日ヨリ 日記おぼへ帳 明治38年９月４日～明治39年１月25日 〇
B-6-18 明治三十九年八月二日より 日記おぼへ帳 明治39年８月１日～12月１日 〇
B-6-19 万日記おぼへ帳 明治40年６月24日～10月20日 〇
B-6-20 明治四十年十月二十日ヨリ 日記おぼえ帖 明治40年10月20日～明治41年３月21日 〇
B-6-21 明治四十一年八月 万おぼえ帖 明治41年８月～９月 ×
B-6-22 明治四十一年十二月三十日ヨリ 日記色々おぼへ帳 明治41年12月29日～明治42年１月５日 〇
B-6-23 明治四十二年九月より 万ひかへ帖 明治42年９月８日～明治43年１月９日 ×
B-6-24 大正三年五月二十四日ヨリ 日記帖 大正３年５月24日～８月２日 〇
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Ａ

明
治
二
八
年
一
二
月
二
一
日

十
二
月
廿
一
日
天
気
無
事

朝
何
れ
も
礼
拝
致
し
子
供
は

学
校
へ
行
く
お
千
鶴
は
今
日

午
前
十
時
頃
よ
り
秋
山
へ
行
千
頭

一
生
氏
ニ
は
中
学
校
が
今
日
よ
り

休
ミ
ニ
成
る
ニ
付
三
時
頃
つ
か
地
へ

帰
ら
れ
る
其
時
く
る
ま
ち
ん
ニ
拾
銭

御
用
立
る
東
京
よ
り
十
二
月
十
八
日
午
前

六
時
ニ
出
せ
し
書
状
同
二
十
一
日
安
着

す
大
き
に
御
め
ぐ
ミ
に
よ
り
安
ら
か
に
参

り
つ
き
病
気
も
次
第
に
快
方
ニ
お
も
き

候
よ
し
実
ニ
有
難
く
か
ん
し
や
奉
り
申
候

今
日
岡
﨑
亀
太
郎
香
の
物
ヲ
つ
け
ニ
く
る

升
に
大
根
二
拾
銭
分
買
ふ
茶
つ
け
を

だ
す
〇
ま
つ
生
大
根
の
代
二
十
銭
相
渡
ス

ダ
ウ
ド
先
生
そ
ふ
談
ニ
来
る
ミ
か
ん
く
わ
し

を
出
ス
少
し
ミ
か
ん
を
あ
げ
る
ゆ
ち
ん

弐
銭
四
り
拂

Ｂ

明
治
三
七
年
五
月
二
五
日

同
二
十
五
日
天
気
無
事
水

朝
い
づ
れ
も
礼
拝
致
し
聖
書
を

研
究
し
さ
ん
美
祈
祷
し
て

西
洋
人
の
所
へ
せ
い
書
け
ん
き
う
ニ
往
く

今
日
日
よ
ふ
を
や
と
ふ
え
ん
ど
ふ
を
か
り
て

其
跡
へ
友
大
豆
を
ま
い
て
貰
う
東
の
北
へ

あ
づ
き
を
ま
く
東
の
中
四
う
ね
へ
ご
ま
を

ま
く
日
よ
ふ
ち
ん
を
直
に
渡
ス
○
三
十
五
銭

相
渡
し
済
○
高
岡
の
千
頭
の
親
子
さ
ん

正
午
過
ニ
来
ら
れ
茶
つ
け
を
出
ス
当
夜
よ
り

と
ま
る
自
分
は
え
ん
と
ふ
を
み
ニ
す
る

夜
分
も
す
る
雅
子
に
少
し
手
伝
ふ
て

も
ら
う
今
日
午
後
ニ
義
昌
は
秋
山

よ
り
か
へ
り
て
直
ニ
小
高
坂
嶋
崎
の

葬
式
へ
往
く
辻
ニ
湯
が
わ
き
入
り
ニ
行

う
ち
の
か
ら
す
み
に
て
わ
か
す

○
弐
拾
七
銭
半
紙
壱
束
○
四
銭
エ
ン
筆

代
夜
分
聖
書
の
友
を
な
し
さ
ん
美

祈
祷
し
て
皆
々
休
む

○
客
は
と
ま
る

Ｃ

大
正
三
年
七
月
三
一
日

同
卅
一
日
天
気
無
事
金

朝
何
れ
も
礼
拝
を
し
て
食
事
を
す
る

座
敷
の
そ
ふ
ぢ
を
所
々
を
す
る

〇
旧
約
を
読
み
さ
ん
美
祈
祷
を

な
す
新
聞
を
少
し
よ
む
〇
昨
夜

義
祐
ハ
宮
の
内
ニ
て
つ
り
花
火
を

も
ら
い
し
由
雅
子
等
は
順
之
通
り

肥
立
よ
ろ
敷
悦
こ
ぶ
新
聞
は

今
日
は
休
み
也
〇
さ
ん
バ
さ
ん
来
り
て

湯
を
あ
ひ
せ
て
く
れ
る
肥
立
よ
ろ
し
く

大
き
に
悦
こ
ぶ
自
分
は
か
み
を
結
ふ

今
日
大
工
さ
ん
の
よ
め
さ
ん
悦
こ
ひ
ニ
く
る

昨
夕
方
唐
い
も
の
ま
き
を
も
ら
う
よ
し

〇
今
日
も
さ
ん
ば
さ
ん
来
り
ゆ
を
あ
ひ
せ

る
義
昌
は
高
知
へ
デ
ン
ポ
ヲ
を

打
に
往
く
○
千
頭
俊
夫
氏
来
る

お
み
や
を
ゝ
も
ら
い
す
る
〇
義
昌
は

高
知
よ
り
長
濱
通
り
か
へ
る
横
濱
へ

又
デ
ン
ポ
ヲ
を
打
ツ
よ
し
つ
ふ
ど
金

ペ
イ
ト
ヲ
と
む
き
み
そ
を
か
ふ
て
く
る

〇
俊
夫
氏
日
暮
ニ
か
へ
る
皆
湯
ニ
入
る

家
庭
の
日
課
を
よ
み
さ
ん
美

祈
祷
し
て
皆
々
休
む

【資料三】 
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日付 信仰に関する記録

4月10日 自分終日聖書研究

4月11日
夫婦雅義方清等ト教会ニ行 当夜通丁ニて自分説教ス
夫婦雅ヲ連薊野吉村重任へ勤ニ行

4月17日 母堂御供し船通り高知ニ行

4月18日 教会へ三度行

4月20日 神学終日

4月22日 午後一時出立高知ニ行 教会ニ於テ説教ス

4月25日 風雨ニ付教会ニ行ヲ不得 宅ニテ聖日ヲ守る

4月26日 晩聖書研究会

4月29日 五時出立高知ニ行 木曜日ニ付教会ニ行

4月30日 夜祈祷会ニ行

5月1日
米国宣教師クリナンマカルヒン片岡山田山本老人原横山津田荒尾野村嘉之抔トコウ
ノ邸へ昇ル

5月2日 早朝母堂教会ニ御出母子聖日ヲ守リ教会ニ出ツ

5月4日 聖書研究会

5月7日
芳原小松栄基督教スヽメニ行
道中来ル十日説教広告張紙ヲナス

5月9日 早朝千鶴ヲ連レ教会ニ行 夜通丁ヘ行説教

5月10日 片岡健吉山本秀煌来リ午後七時半より説教

5月11日 山本片岡抔ト正午より高岡へ行午后八時過キ（中略）森澤伊三郎控家ニ於テ説教

5月14日 明日憾謝会之事ヲ通知

5月15日
高知教会設立一周年記念ノ為メ憾謝会ニ付母堂津留ハ⾧濱通船ニテ自分千鶴雅ハ西
分通リ歩行ニテ教会ニ行

5月16日 家内三度教会ニ出ツ

5月17日 聖書研究会

5月22日 母堂高知ニ被行

5月23日 教会ニ行午後三時ヨリ帰ル

5月27日 木曜日教会二行

5月28日 夜祈祷会へ行

5月30日 教会へ行 千鶴より教会建築の寄付金拾円ヲクリナンニ渡ス

【資料四】細川義昌日記（細川家資料 Ｂ―３―７）明治 19 年４月から５月より 

信仰に関する記録（抜粋） 
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内容 金額 内容 金額 贈り物 貰い物

1日 本宅 伝道金 ２銭
カハラセンベ25枚・

なし１つ

2日 本宅 仰紙 ３銭

3日 別邸
からすみ（冨殿へた
のむ）

35銭

おかし ４銭
焼まん ５銭
遊ひ物 ６銭
うめやき ２銭５厘
焼まん 10銭５厘
くわし ３銭

6日 別邸 草り 不明

ワップ・パン・カンテンのく
わし
小あか鯛５尾・祝もち・大こ
ん２本

くじら

伝道金 ２銭
第二婦人祈祷会へ ５銭
あか鯛２尾 10銭
かんざし・仰紙 ３銭８厘
めかね直し・かんさ
し直しちん

５銭

やきいも ２銭
くわし ２銭５厘

10日 別邸 船ちん ４銭

せきだ直しちん ４銭５厘
やきいも １銭５厘

12日 別邸 げた 16銭５厘

13日 別邸
義昌のクツ直しちん 不明
つぶ ３銭

15日 別邸 伝道金 ２銭 くわし１銭５厘

船ちん 55銭
つぶあわ ５銭
くわし 10銭

金へいとふ・なし２
つ

金へいとふ・誕生祝の金子・
なし２つ

17日 本宅

18日 本宅

山いものはんべん・
玉子のはんじゆく・
しらうゆ・カステイ
ラ２切・なし１個

19日 本宅
びんつけ １銭
すりつけ １銭７厘
髪結ちん 10銭
仰紙 ３銭

21日 本宅 肴

22日 本宅 伝道金 ２銭

23日 本宅 ぬか売上 ４銭 さば弐尾 14銭

ぬか（１升５合）売
上

２銭 庭とり５羽 １円30銭 すもじのこぶまき グイミ

工物不足分 不明 菓子・はかたおりたば粉入

25日 本宅 税 10円 くわし少し

26日 本宅 為替 15円 おもち

かわらせんべ３つ

みかん

28日 本宅 しゞみかい

みかん

御ちそふ

その他

5日

支出

7日

３銭 しゞみかい仰紙

9日

8日

収入

24日

27日

20日

16日

14日

11日

4日

滞在場所

別邸

別邸

別邸

別邸

本宅

本宅

別邸

別邸

別邸

本宅

本宅

【資料五】細川梶日記（細川家資料 B－６―８）より 明治 36 年２月の収支記録 
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